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道腎協第12回総会報告

記念講演｢リンと高脂血症の食事療法について｣

北海道腎臓病患者連絡協議会



上田副会長(釧路)の司会で

開会

活動報告をする堀井事務局長

…
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遺
骨
協
は
結
成
以
来
十
二
年
､
患
者
会
員
の
医

療
と
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
､
幾
多
の
困
難
を
克

服
し
て
運
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
｡

し
か
し
､
昨
今
私
達
透
析
患
者
を
巡
る
状
況
は

厳
し
く
'
都
道
府
県
単
独
の
医
療
井
助
成
事
業
の

廃
止
､
長
期
透
析
者
の
合
併
症
問
題
'
適
正
化
と
称

す
る
医
療
費
の
し
め
つ
け
な
ど
の
問
題
が
全
国
で

お
き
て
い
ま
す
.

私
達
は
こ
の
よ
う
な
医
療
､
福
祉
の
後
退
の
流

れ
の
な
か
で
こ
の
一
年
間
活
動
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
し
た
｡

五
月
二
十
八
日
､
午
前
十
時
'
全
道

か
ら
奄
処
し
た
役
目
･
患
者
･
会
H
等

約
百
三
十
名
の
方
々
の
出
席
を
得
て
､

札
跳
市
内
の
北
農
健
保
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
L
L
J
o

会
日
数
も
こ
の
T
年
問
二
千
九
十
六

名
に
増
え
組
絶
率
も
六
二
%
と
な
-
よ

し
L
J
o

な
お
総
会
に
先
立
ち
前
日
の
二
七
日

午
後
六
時
よ
り
平
成
元
年
性
第
t
仙
迎

‥
宮
褒
H
会
を
閲
催
し
ま
し
た
｡

総
会
は
定
刻
開
催
'
上
E
=
副
会
.
i
X
の

?
会
で
開
会
の
挨
拶
'
逝
去
さ
れ
た
人
ぷ

い
に
対
し
て
の
黙
と
う
を
描
け
ま
し
た
｡

そ
し
て
岩
崎
会
長
挨
拶
'
来
賓
の
皆
様

か
ら
会
い
に
対
す
る
激
励
､
本
会
へ
の

協
力
を
技
歴
し
て
裁
き
'
祝
小
岨
'
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
推
指
か
行
な
わ
れ
札
幌
Ⅳ
友

会
の
川
村
t
T
旭
川
相
次
会
の
柳
本
氏

を
誠
.
鎚
に
連
山
し
誠
心
に
入
り
ま
L
L
J
｡

●

ま
ず
昨
年
性
の
活
動
報
i
;
=
か
堀
井
か

務
局
髭
よ
り
行
な
わ
オ
'
次
い
で
芳
田

会
計
よ
り
決
井
報
T
;
､
安
江
人
ム
計
監
充

の
報
批
=
が
行
な
わ
れ
二
∴
二
の
質
如
応

答
の
あ
と
承
認
さ
れ
ま
し
た
C

次
い
で
今
年
i
]
の
活
劫
の
審
議
に
入

り
､
…
.
6
時
会
蛇
か
ら
活
動
方
針
案
の
批

案
説
明
､
芳
i
;
会
計
か
ら
ナ
雅
楽
の
説

-
粥
が
あ
り
よ
し
L
J
o

活
動
方
針
の
円
態
で
は
､
も
っ
と
祐

地
方
腎
友
会
に
オ
ル
グ
治
効
を
盛
ん
に

し
て
欲
し
い
と
い
う
捉
案
が
射
り
'
親

行
桃
の
回
答
は
桃
梯
的
に
嘩
'
>
=
委
日
を

派
遣
す
る
と
い
う
こ
と
で
承
認
さ
れ
ま

●

し
た
C耗

い
て
'
今
年
比
の
役
目
越
州
に
移

り
若
.
+
の
入
れ
梓
え
が
あ
り
､
総
会
･
:
‖
‥

.

.

.
;
お
よ
び
平
成
元
年
性
の
ス
ロ
ー
カ
ン

を
採
択
し
て
中
野
副
会
=
X
の
挨
拶
で
閉

会
し
ま
L
L
J
｡

引
き
就
き
午
後
1
時
よ
-
｢
リ
ン
と

高
脂
血
症
の
允
か
療
法
｣
と
い
う
演
題

で
札
似
通
析
栄
並
士
研
究
会
i
l
n
J
k
佐
藤

妙
子
さ
ん
を
お
招
き
し
て
医
幼
講
演
会

が
あ
り
､
低
-
ン
允
の
H
l
ハ
体
的
な
献
h
止

等
l
時
間
半
に
わ
た
っ
て
説
明
と
'
講

演
が
あ
り
ま
し
た
o
　
こ
の
講
演
に
は
椅

子
が
不
止
し
て
t
 
h
止
っ
て
聞
く
患
者
や

入
り
き
れ
な
-
て
ロ
ビ
ー
で
閉
-
患
者

も
棚
S
T
敬
い
ま
し
て
近
年
に
な
い
大
盛

況
で
し
た
じ
　
こ
の
講
演
を
今
回
別
の
ペ
ー

シ
に
拍
叔
し
て
い
ま
す
の
で
;
-
従
非
ご
毘

下
さ
い
｡

･
･
1
.
…
･
1
.
1
T
･
-
I
.



スローガンを読み上げる

鈴木副会長(札枕)

北海道難病連代表理事北海道医療社会事業協会　北海道富農会組員

三森礼子氏　　清水　清氏　　　大橋　晃氏
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●
祝
電
･
メ
ッ
セ
ー
ジ

.
北
海
道
誠
会
日
本
社
会
党
道
民
辿
4
日

淡
い
会
　
鈴
木
成
二
氏
･
北
海
道
透
析

佐
公
会
泣
　
渡
井
幾
列
氏
･
北
海
道
Z
;

臓
､
ハ
ン
ク
理
か
k
　
武
井
正
和
氏
･
北

海
道
保
世
環
境
.
.
S
k
　
柴
村
幸
雄
氏
･

北
海
迫
生
捕
袖
祉
祁
障
光
村
祉
描
k

皆
川
尚
史
氏
･
札
幌
i
E
縦
生
局
保
健
桁

坐
.
S
保
健
予
防
課
蛇
　
人
称
勉
氏
･
札

幌
北
ク
-
ニ
ッ
ク
院
蛇
　
今
忠
正
氏
･

市
廿
札
幌
病
院
別
院
に
　
片
隅
〓
l
i
!
允
氏

.
北
海
道
臨
床
工
牛
技
工
会
会
f
i
火
　
外

側
竹
列
氏
･
株
式
会
社
二
プ
ロ
札
幌
支

･
B
T
:
支
爪
に
　
山
村
小
心
記
氏
･
ホ
シ
伊
藤

株
式
会
社
別
に
　
伊
藤
太
郎
氏
･
株
式

会
心
秋
山
密
生
餌
代
衣
取
締
役
杜
に

秋
山
#
代
氏
･
バ
ク
ス
タ
ー
㈱
札
幌
支

1
i
C
止
　
松
岡
勝
幸
氏
･
三
井
裂
荘
工
業

株
式
会
祁
札
幌
支
i
;
虻
　
堀
切
孝
彦
氏

.
全
E
Z
;
脹
病
川
心
者
連
絡
協
議
会
∴
E
N
=

城
;
j
m
H
脱
硝
仰
心
省
連
絡
協
誠
会
･
秋
m

;
J
f
m
H
臆
病
山
心
者
連
絡
協
議
会
･
山
形
=
J
f

腎
臓
病
友
の
会
･
輔
･
L
?
爪
｡
腎
臓
柄
小
心
者

連
絡
協
議
会
･
茨
城
敗
｡
腎
臓
病
山
心
音
連

絡
協
議
会
･
栃
木
;
J
f
腎
臓
柄
舶
心
名
左
の

人
で
群
馬
;
肌
幣
脹
病
悠
者
連
絡
協
議
人
l
<

･
埼
玉
;
_
(
幣
脱
病
山
心
者
友
の
会
･
千
千

=
1
腎
臓
病
仏
者
連
絡
協
議
会
･
如
京
都

●

幣
股
嫡
州
心
者
連
絡
協
誠
会
･
･
.
 
-
3
1
=
J
f
=
;

友
人
l
H
'
･
石
川
=
_
f
Z
;
友
人
ム
･
福
井
県
印
友

人
ご
l
i
H
野
;
i
L
腎
臓
病
仙
心
者
連
絡
偶
成
会

.
岐
･
;
i
･
批
門
脇
病
患
者
連
絡
協
成
人
ム
･

描
_
刈
批
:
;
友
会
･
愛
知
;
J
f
m
‖
臓
柄
_
-
1
心
名

連
綿
協
成
人
G
･
.
1
.
範
批
幣
友
会
･
溢
れ

=
L
f
r
m
;
臓
柄
州
心
省
辿
絡
協
誠
会
･
h
=
{
祁
腎

臓
柄
患
者
協
流
人
-
1
･
大
阪
叩
股
柄
小
心
名

協
-
仙
人
㌫
･
兵
経
机
相
友
会
･
鳥
取
;
J
f
Z
;

友
会
･
･
L
'
根
県
=
;
脹
鵜
川
心
名
a
h
)
綿
協
Y
跳

人
.
4
.
広
砧
;
a
r
Z
;
友
人
ご
徳
山
県
Z
Z
職
病

滋
満
連
綿
協
滅
入
d
j
･
香
川
=
1
門
脱
衣
の

人
l
j
･
愛
嫁
=
J
f
腎
臓
柄
細
心
石
油
絡
協
成
人
八

.
高
知
;
J
f
幣
脱
赫
怒
者
左
の
人
l
j
･
細
岡

県
=
;
臓
桶
川
心
辞
退
絡
協
浪
人
ム
･
山
崎
県

即
臓
痛
心
者
連
絡
協
議
会
･
熊
本
;
J
f
:
;

脳
病
山
心
者
連
綿
協
議
人
ム
･
大
分
肌
｡
腎
臓

I
.
g
納
心
者
連
絡
協
議
人
ム
∴
[
･
=
崎
;
J
f
町
脳
病

小
心
者
連
絡
協
成
人
ム
･
鹿
児
山
=
_
f
E
;
脱
痛

心
心
名
辿
絡
協
議
人
ム
･
沖
縄
=
恥
入
⊥
透
析

者
連
絡
協
議
人
ム

各
プ
ロ
ッ
.
b
私
様
会
開
催
.
.
.

(
小
樽
)

平
唾
九
年
は
総
会
を
去
る
七
月
九
日

日
曜
日
午
り
削
十
時
よ
-
市
内
中
心
街
の

日
;
]
速
ビ
ル
凹
階
会
談
寅
に
お
い
て
閲

催
い
L
J
L
ま
し
た
｡
幸
い
好
天
に
i
.
心
ま

れ
i
E
内
施
設
は
勿
論
の
こ
と
倶
知
安
相

生
柄
院
'
余
市
E
E
中
内
科
医
院
の
会
い

も
退
路
を
災
し
三
十
名
を
迎
え
'
こ
家

族
の
･
T
l
l
二
新
の
ご
参
加
も
和
-
'
史
に

道
阿
協
の
岩
崎
会
蛇
が
こ
多
用
中
の
と

こ
ろ
お
経
-
合
せ
こ
出
席
を
賜
り
盛
会

の
う
ち
に
和
や
か
に
終
始
い
L
J
し
ま
L

L
J
｡
誠
や
次
第
に
従
い
議
出
を
遠
州
し
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議
や
に
入
-
ま
L
L
J
o
目
頭
r
.
)
来
賓
の

岩
崎
会
蛇
よ
り
患
者
運
動
の
塊
状
と
今

後
の
有
-
方
な
ど
に
つ
い
て
多
く
の
事

例
を
引
用
さ
れ
て
大
変
判
-
易
く
お
話

し
で
い
た
だ
き
よ
し
L
J
｡
出
席
の
1
3
=

か
ら
は
大
変
感
銘
を
受
け
L
J
今
後
こ
の

様
な
鮭
会
に
は
輔
榛
的
に
-
;
席
L
t
患

者
運
動
が
如
何
に
大
切
で
あ
る
か
を
身

を
持
っ
て
体
験
す
る
よ
-
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
云
っ
た
冊
心
兄
が
多
く
出

さ
れ
ま
L
L
J
.
読
解
は
順
調
に
進
行
し

決
算
'
子
弟
､
活
動
方
針
な
ど
滞
-
な

-
承
認
可
決
さ
れ
講
部
を
終
了
い
た
し

ま
し
た
｡
引
続
い
て
本
日
の
総
会
に
華

を
涜
え
る
講
習
会
を
､
-
の
外
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
栄
発
士
で
あ
る
廿
川
津
明
q
J
さ

ん
よ
-
｢
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
L
J
免
部
と

リ
ン
と
カ
リ
ウ
ム
に
つ
い
て
｣
と
題
す

る
お
話
し
を
し
て
い
L
J
だ
き
ま
し
た
｡

私
た
ち
日
頃
1
番
身
近
か
な
事
で
あ
り

か
つ
よ
L
J
悩
み
の
多
い
食
解
の
問
題
と

そ
れ
に
付
随
L
L
J
-
ン
と
カ
リ
ウ
ム
の

管
理
に
つ
い
て
大
変
判
り
易
-
凶
表
や

資
料
を
使
っ
て
お
話
し
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
､
大
好
評
で
今
後
も
横
会

を
作
っ
て
い
L
J
だ
い
て
是
非
こ
の
様
な

身
近
な
間
組
の
勉
強
を
し
て
行
き
L
J
い

と
の
悪
兄
が
有
-
ま
し
た
o
そ
の
他
'

食
中
や
食
物
に
つ
い
て
の
質
問
も
多
数

出
さ
れ
参
加
者
丁
同
本
当
に
勉
強
に
な

っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
｡

講
演
会
終
了
後
琴
加
者
一
同
で
椿
喪

を
取
り
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
つ

い
て
の
問
題
点
な
ど
話
し
合
い
今
後
管

内
施
設
の
交
流
を
計
る
よ
う
心
掛
け
機

会
を
見
つ
け
て
紫
ま
-
を
持
ち
た
い
と

の
要
望
の
実
現
に
努
力
し
て
行
き
L
J
い

と
考
え
ま
す
｡
今
後
益
々
の
発
城
を
浮

い
午
後
二
時
散
会
い
L
J
L
ま
L
L
J
O

(
報
i
;
=
沖
田
)

(
道
南
)

道
南
腎
協
(
中
野
龍
一
会
髭
､
余
日

三
百
二
令
)
　
の
平
成
元
年
比
定
期
総
会

は
'
六
月
十
八
日
午
前
十
時
三
十
分
よ

●

各
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
開
催
状
況

-
'
港
の
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い

て
'
会
只
七
十
名
'
委
作
状
一
三
六
新

の
･
Z
席
で
開
か
れ
よ
し
L
J
O

総
会
は
'
司
会
挨
拶
の
あ
と
､
こ
の

T
年
間
に
お
亡
-
な
り
に
な
っ
L
J
病
友

の
ご
:
h
r
柚
を
祈
り
､
川
席
名
全
日
で
一

分
間
の
黙
祷
を
接
げ
よ
し
L
J
O

次
に
会
髭
の
挨
拶
が
あ
り
､
こ
の
中

●

で
会
.
i
X
は
｢
貧
血
解
消
の
特
効
薬
エ
リ

ス
ロ
ポ
エ
チ
ン
が
今
秋
に
も
使
用
認
吋

さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
O
ま
L
J
t
1
R
大
社

が
逮
i
l
割
引
制
雌
を
内
部
抑
+
'
]
者
に
も

適
用
拡
大
す
る
方
針
を
固
め
L
J
と
の
報

道
は
､
花
々
の
活
動
が
父
を
紡
ひ
､
前

進
L
L
J
も
の
で
朗
報
で
あ
る
C
 
k
l
･
E
述

析
施
設
の
拡
大
に
つ
い
て
は
全
道
的
な



取
り
組
み
と
し
て
､
江
差
'
羽
幌
､
中

標
津
の
三
地
域
を
屯
点
に
活
動
を
進
め

た
が
､
共
同
歩
調
が
と
れ
ず
道
議
会
で

吹
-
上
t
す
ら
れ
な
か
っ
L
J
こ
と
､
腎
移

植
は
､
生
体
野
L
J
H
で
死
作
腎
は
l
向

に
進
ん
で
い
な
い
二
と
､
浜
松
で
は
'

腎
移
植
に
か
ら
ん
だ
殺
人
や
件
が
あ
っ

L
J
こ
と
'
滋
邪
料
で
は
､
克
也
身
抑
者

へ
の
医
糠
助
成
藁
が
打
ち
切
-
に
な
っ

L
J
こ
と
等
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
'
ま
だ

ま
だ
,
克
服
す
べ
き
課
題
が
多
-
あ
り
こ

の
よ
う
な
時
こ
そ
'
迫
摘
腎
協
の
強
い

結
束
力
が
望
ま
れ
る
｣
と
述
べ
ま
し
た
｡

次
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
'
祝
花
の
枝
小
路
が

あ
り
'
議
1
i
に
入
り
よ
し
L
J
｡
読
解
の

中
で
は
'
①
透
析
埠
人
を
L
L
J
こ
と
に

●

よ
り
職
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
､
働
-
場

所
の
確
保
の
迷
勤
を
'
②
縞
齢
化
社
会

と
な
り
､
入
院
し
て
も
世
話
を
し
て
-

れ
る
人
が
い
な
い
'
付
流
い
を
軒
む
に

も
･
+
前
節
で
あ
る
'
凶
で
補
助
す
る
よ
う

な
運
動
を
'
③
医
療
講
演
会
の
尖
鋭
を
､

④
租
絶
拡
大
の
L
J
め
会
i
I
一
人
l
人
の

活
動
が
必
紫
等
の
紫
望
､
怨
兄
が
出
る

な
ど
､
例
年
に
な
-
活
発
な
討
論
が
交

わ
さ
れ
'
全
案
件
と
も
全
作
の
柏
手
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
｡
役
目
の
改
過
で
は

l
年
間
空
席
と
な
っ
て
い
た
か
務
局
.
j
i

の
ボ
ス
-
も
う
ま
-
､
新
体
制
で
会
の
遷

.

.

.
=
･
=
を
進
め
て
い
-
こ
と
に
な
-
ま
L
L
J
｡

以
後
に
､
透
析
十
周
年
を
迎
え
L
J
十

●

八
名
の
方
々
に
記
念
品
を
約
-
極
小
総

会
を
終
え
ま
L
L
J
.

総
会
終
了
後
､
全
日
で
仔
元
を
耽
り

な
が
ら
病
院
問
の
交
流
を
図
-
散
会
し

ま
し
た
C

新
役
;
(
凹
役
)
　
は
次
の
各
氏

会
大
　
　
　
小
野
馳
l
　
(
平
山
病
院
)

副
会
比
　
　
伊
藤
次
郎
(
鳥
L
=
泌
尿

器
科
医
院
)

副
会
k
　
　
白
岩
政
春
(
渡
辺
泌
尿

器
科
医
院
)

小
楯
L
?
t
i
B
 
X
;
1
L
命
佐
務
(
鳥
居
泌

尿
器
科
医
院
)

会
計
　
　
釣
巻
が
L
郎
(
仲
野
谷
泌
尿

器
科
医
院
)

(
報
告
　
杉
E
)

(
十
勝
)

四
月
二
十
三
日
(
日
)
'
午
前
十
時
よ

り

強

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

ー

セ

ン

タ

-

に

於

で
､
平
成
元
年
の
総
会
を
､
閲
催
致
し

ま
し
た
o
会
;
'
家
族
､
来
朝
に
国
会

過
日
鈴
木
誠
C
;
秘
#
=
の
渡
辺
さ
ん
､
迫

･
小
∵
‥
･
<
目
性
1
･
･
1
ふ
〓
小
.
I
L
L
.
.
]
1
7
.
1
J
;
.
汁

さ
ん
'
1
1
氏
を
招
き
三
十
余
名
出
席
者

で
閲
儀
さ
れ
ま
L
L
J
O
木
村
副
会
蛇
の

閲
会
の
梓
で
始
ま
り
'
全
作
協
､
道
川
‖

協
､
十
勝
:
;
友
会
'
の
亡
-
な
ら
れ
た

方
の
こ
汀
,
:
;
砧
を
祈
-
'
全
n
l
分
川
の

劉
‖
と
う
0
続
い
て
'
会
蛇
挨
拶
､
鈴
木
'

佐
々
木
過
日
秘
E
=
の
.
l
氏
か
ら
励
ま
し

の
l
l
.
日
栄
を
L
;
き
'
捌
会
l
i
H
の
加
藤
さ
ん

が
､
祝
磁
メ
ッ
セ
-
シ
を
被
い
踊
し
､
そ

の
後
説
=
過
に
入
り
､
'
仇
蛇
に
す
と
-
柄

院
の
森
さ
ん
の
進
行
の
も
と
に
.
昭
和

六
卜
三
年
性
油
粕
純
i
]
=
'
会
7
㌦
細
i
l
=
'

方
川
さ
ん
か
監
東
経
告
を
し
て
､
全
日

l
致
柏
手
の
も
と
に
､
会
T
T
=
揃
鞍
が
終

-
､
平
成
元
年
雌
活
動
方
針
(
案
)
を
'

会
軽
が
読
み
上
り
'
会
;
皆
さ
ん
の
L
r
;
仙

見
と
か
失
望
を
m
き
討
冶
L
午
前
中
の

会
談
は
終
了
し
ま
し
た
)
｡
仔
‥
允
を
し
て
､

午
後
か
ら
難
嫡
連
十
勝
支
邦
が
務
R
T
t
i
H

の
.
 
p
i
内
さ
ん
か
ら
八
月
と
か
ち
で
閲
催

さ
れ
る
全
道
災
会
の
脱
明
を
十
五
分
捌

き
､
Z
E
友
会
も
協
力
す
る
紫
を
決
め
､



役
員
改
選
に
入
り
ま
し
た
o
会
只
の
中

か
ら
役
只
留
任
と
い
う
声
も
あ
-
ま
し

た
が
'
一
部
役
月
か
ら
選
考
責
で
決

め
て
は
し
い
と
の
意
見
で
'
別
室
で
副

会
長
､
各
病
院
の
幹
事
の
話
し
合
い
で

平
成
元
年
度
の
役
月
が
決
ま
-
ま
L
L
J
｡

会
長
'
副
会
長
'
事
務
局
虫
留
任
'
会

計
に
西
病
院
の
岡
崎
君
'
各
病
院
の
幹

事
も
決
ま
-
'
副
会
1
i
K
加
藤
さ
ん
の
閉

会
の
辞
で
無
弔
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
D

又
､
こ
の
日
の
総
会
に
あ
た
り
次
の

方
か
ら
祝
冠
'
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
.
L
J

き
･
M
し
た
｡
心
よ
-
お
札
申
し
上
げ
ま

す
｡

迫
腎
協
会
髭
　
岩
崎
兼
殿

国
会
議
月
　
鈴
木
宗
男
殿

退
議
会
議
月
　
佐
々
木
行
雄
殿

帯
広
市
太
　
田
本
意
吾
殿

札
幌
腎
膿
柄
患
者
友
の
会
殿

釧
路
地
方
腎
友
会
殿

網
走
オ
ホ
ー
ツ
ク
腎
友
会
殿

(
報
告
　
新
倉
)

(
網
走
)

オ
ホ
ー
ツ
ク
腎
友
会
の
昭
和
六
十
三

年
度
稔
会
は
､
去
る
平
成
元
年
四
月
二

日
(
日
)
､
午
前
十
時
よ
り
､
網
走
絵
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
B
典
全
室
に
お
い
て
開

会
し
ま
L
L
J
｡
始
め
に
開
会
挨
拶
'
1
分

間
の
も
-
と
う
'
会
長
の
挨
拶
'
釧
路
､

十
勝
'
紋
別
､
各
腎
友
会
か
ら
の
祝
屯
'

祝
文
が
'
ひ
ろ
-
さ
れ
､
報
告
事
項
と

し
て
'
昭
和
六
十
丁
二
年
性
活
動
報
告
､

昭
和
六
十
三
年
度
会
計
収
支
決
算
報
i
;
=
､

昭
和
六
十
三
年
比
会
計
報
告
を
全
会
1

敦
で
承
認
さ
れ
'
提
案
弔
項
で
あ
-
ま

す
平
成
元
年
度
活
動
方
針
(
莱
)
'
平
成

元
年
度
会
計
収
支
子
年
(
莱
)
､
会
則
の

改
廃
は
承
認
さ
れ
､
平
成
元
年
使
役
c
E

選
出
が
推
煎
に
で
改
選
さ
れ
'
透
析
恕

五
年
二
名
､
1
0
年
二
名
経
過
者
を
衣

彰
し
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
.
J
L
J
の
で
報

告
い
L
J
L
ま
す
D
　
　
(
報
i
:
=
消
水
)

お

も

し

ろ

雑

学

た
い
く
つ
し
の
ぎ
ク
イ
ズ
　
帆
-

Q
　
ラ
ム
ネ
の
ビ
-
玉
は
'
い
っ
L
J

い
ど
う
や
っ
て
入
れ
ろ
の
か
7

A
　
ず
ん
ど
う
ビ
ン
に

ビ
ー
玉
を
入
れ
て

口
を
細
-
加
工
す
る

最
近
は
'
あ
ま
り
ロ
に
し
な
く

な
っ
た
ラ
ム
ネ
で
す
が
'
あ
の
ビ

ー
玉
の
コ
ロ
ン
と
い
う
昔
は
い
つ

聞
い
て
も
さ
わ
や
か
で
す
ね
｡

さ
て
､
こ
の
ビ
ー
玉
を
入
れ
る

仕
掛
け
な
ん
で
す
が
'
意
外
と
カ

ン
タ
ン
｡

ま
ず
､
ビ
ー
玉
が
入
る
-
ら
い

に
広
が
っ
L
J
口
を
持
つ
E
筒
形
の

ラ
ム
ネ
ぴ
ん
の
原
型
を
作
り
ま
す
｡

次
に
､
ビ
ー
玉
を
入
れ
て
'
口
の

部
分
を
加
熱
し
て
細
-
し
ぼ
-
ま

す
｡
そ
の
ビ
ン
に
ラ
ム
ネ
を
入
れ

る
と
'
ビ
ー
玉
は
炭
酸
の
圧
力
で

上
に
押
し
上
げ
ら
れ
､
口
は
自
炊
…

に
ビ
ー
玉
で
ふ
さ
が
-
セ
ン
が
わ

り
に
な
-
ま
す
｡
そ
れ
に
し
て
も
'

ぅ
ま
い
こ
と
を
考
え
た
も
の
で
す

ね
o



第1 2匡l総会記念講演

『リンと高脂血症の

食事療法について』
札幌透析栄溢士研究会会滋佐　藤　妙　子

佐
藤
で
こ
さ
い
ま
す
｡
こ
ん
な
ふ
う

に
た
-
さ
ん
の
方
の
前
で
お
話
す
る
と

い
-
封
が
今
ま
で
な
か
っ
L
J
も
の
で
す

か
ら
'
脚
れ
ま
せ
ん
の
で
'
お
聞
き
苦

し
い
と
い
-
部
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

け

れ

と

も

､

ど

う

そ

よ

ろ

し

く

お

願

い

致
し
ま
す
｡

今
'
私
が
働
い
て
お
り
ま
す
の
が
'

札
幌
北
ク
-
ニ
ッ
ク
で
ご
ざ
い
ま
す
o

今
年
で
透
析
の
患
者
さ
ん
の
お
氏
群
を

作
っ
た
-
'
栄
雀
の
瀬
を
お
話
し
で
ち
ょ

う
ど
五
年
日
に
な
り
ま
す
｡
五
年
経
つ

間
に
､
随
分
変
-
よ
し
L
J
o
入
-
ま
L

L
J
時
は
と
に
か
-
｢
氏
べ
ろ
'
食
べ
ろ
｣

と
い
う
叫
だ
っ
た
ん
で
す
o
慣
性
腎
不

全
で
い
ら
し
た
九
･
J
特
に
低
栄
並
で
L

L
J
L
､
そ
れ
か
ら
も
-
ひ
と
つ
透
析
の

股
が
､
あ
ま
り
良
-
な
-
て
'
蛋
白
質

か
も
れ
る
J
J
い
う
解
で
､
カ
-
ウ
ム
と

水
分
-
ら
い
の
心
配
を
し
て
と
に
か
/
＼

｢
何
で
も
良
い
か
ら
食
へ
な
さ
い
'
允

べ
な
さ
い
｣
で
､
今
の
悠
者
さ
ん
で
す

と
太
っ
L
J
り
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
か
､

そ
ん
な
解
を
考
え
な
い
で
､
允
べ
で
下

さ
い
'
あ
と
は
い
ろ
ん
な
お
菜
で
と
い

う
解
だ
っ
た
)
と
思
い
ま
す
o

と
こ
ろ
が
二
～
三
年
-
ら
い
前
か
ら

で
し
ょ
う
か
'
-
ン
が
問
越
に
な
っ
て

き
よ
し
で
､
今
は
は
､
症
状
で
す
と
か
'

生
活
の
状
態
に
応
じ
て
考
え
て
允
へ
る

と
い
う
恥
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い

ま
す
の
で
'
皆
さ
ん
i
'
允
解
の
聯
を

ち
-
一
班
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
恥
で

今
日
私
に
話
を
し
て
は
し
い
と
い
う
郭

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
｡

低
蛋
白
食
は
低
リ
ン
食

今
日
こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
遠

析
の
悠
者
さ
ん
が
ほ
と
ん
ど
L
J
と
思
い

ま
す
の
で
透
析
が
主
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
が
､
そ
の
辺
は
.
.
)
了
承
い
L
J
だ
い

て
'
話
を
進
め
L
J
い
と
思
い
ま
す
｡

今
日
の
滋
初
の
テ
ー
マ
は
-
ン
な
ん

で
す
0
-
ン
の
代
謝
が
慣
性
腎
不
全
の

頃
か
ら
悪
-
な
る
梯
な
の
で
､
-
ン
を

減
ら
す
と
い
う
の
は
傾
性
野
不
全
の
場

合
に
も
l
l
や
,
<
る
叫
で
あ
-
ま
す
o
慢
性

腎
不
全
と
い
う
の
は
､
蛋
白
田
が
三
〇
g

と
か
五
〇
p
こ
か
に
制
限
さ
れ
ま
す
ね
｡

当
然
'
蛋
白
質
と
-
ン
が
結
び
つ
い
で

い
る
か
ら
'
低
リ
ン
氏
に
な
っ
て
い
L
J

と
い
う
や
な
ん
で
す
｡
で
す
か
ら
そ
う

い
う
叫
で
は
低
蛋
白
允
･
･
J
い
う
の
が
低

リ
ン
允
と
い
う
解
が
l
t
r
E
え
ま
す
.
と
こ

ろ
が
､
低
蛋
白
に
す
る
と
今
度
は
栄
養
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状
態
が
心
配
な
ん
で
す
ね
｡
蛋
白
質
の

多
い
も
の
に
リ
ン
が
多
-
含
ま
れ
る
'

そ
し
て
な
か
な
か
抜
け
な
い
と
い
う
事

が
あ
り
ま
す
D
従
来
で
L
L
i
J
ら
､
ア
ル

･
,
/
ゲ
ル
制
剤
が
あ
る
か
ら
と
に
か
-
氏

べ
た
時
に
ち
ゃ
ん
と
飲
め
ば
'
当
然
大

丈
夫
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
'
そ
れ
が
最

初
に
薬
が
出
た
時
に
は
'
胃
か
い
よ
う

の
方
も
二
十
年
以
上
前
か
ら
ア
ル
ミ
ゲ

ル
を
飲
ん
で
い
ま
し
た
L
t
　
あ
ま
-
副

作
用
ま
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
L
J
ん
で

す
ね
｡
と
こ
ろ
が
､
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
､

体
内
に
寄
横
さ
れ
る
､
そ
う
い
う
事
で

で
き
る
だ
け
食
事
中
の
-
ン
を
お
さ
え

L
J
い
'
そ
れ
で
ど
う
す
る
か
と
召
う
と
､

蛋
白
質
を
取
る
の
を
あ
る
程
度
お
さ
え

る
わ
け
で
す
ね
｡
そ
れ
で
も
'
リ
ン
の

値
が
上
が
る
'
そ
う
す
る
と
ド
ク
タ
-

の
方
は
'
い
ろ
ん
な
療
法
を
し
て
く
れ

ま
す
｡
そ
し
て
'
私
達
の
方
は
何
を
す

る
か
と
一
.
白
い
ま
す
と
'
食
事
を
考
え
る

と
い
う
事
な
ん
で
す
ね
｡

リ
ン
の
正
常
な
値
は
骨
さ
ん
も
ご
存

じ
だ
と
思
-
ん
で
す
け
れ
ど
も
､
だ
い

た
い
二
･
五
-
四
･
六
喝
/
朗
で
す
o

カ
ル
シ
ウ
ム
は
四
･
1
丁
五
･
三
喝
/
舶

で
す
か
ら
そ
の
あ
L
J
り
を
保
っ
て
い
く
､

こ
れ
が
理
想
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
'
遠

折
の
息
者
さ
ん
で
す
と
'
透
析
前
の
値

で
-
ン
は
'
大
喝
/
朗
以
下
､
カ
ル
シ

ウ
ム
は
'
四
喝
/
朋
前
後
で
良
い
だ
ろ

ぅ
と
'
そ
の
後
は
透
析
で
調
節
し
て
く

れ
ま
す
よ
ね
｡

○
冊
以
下
な
ん
で
す
｡
お
昼
は
二
五
〇
円

夜
も
二
五
〇
g
　
そ
う
す
る
と
1
日
で

七
〇
〇
習
ん
で
す
o
　
こ
れ
が
ま
あ
ま
あ

の
低
-
ン
食
か
な
と
い
う
事
で
す
｡
普

通
食
で
す
と
九
〇
〇
咽
以
下
な
ん
で
す

ね
｡
そ
れ
で
も
低
-
ン
食
な
ん
で
す
｡

普
通
に
允
べ
ま
す
と
､
一
､
二
〇
〇
喝

く
ら
い
の
リ
ン
に
な
り
ま
す
o
 
L
J
だ
'

こ
の
六
〇
〇
～
七
〇
〇
喝
く
ら
い
の
低

リ
ン
食
に
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
と
'

よ
っ
ぽ
ど
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給
し

て
､
(
図
1
参
照
)
運
動
を
強
化
し
て
い

低
リ
ン
食
の
献
立

こ
れ
が
低
リ
ン
免
の
朝
食
な
ん
で
す
.

朝
食
は
御
仮
二
〇
〇
g
で
す
ね
｡
-
ン

は
六
〇
喝
で
す
｡
三
〇
g
の
納
豆
を
食

べ
ま
す
と
､
-
ン
が
五
七
喝
で
す
｡
そ

れ
に
カ
ル
シ
ウ
ム
が
結
構
高
い
の
で
'

き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
を
入
れ
て
み
L
J
ん
で

す
け
れ
ど
も
､
納
豆
を
食
べ
で
､
き
ん

ぴ
ら
ご
ぼ
う
を
食
べ
て
'
お
酒
け
物
を

食
べ
ま
し
た
ね
.
そ
れ
に
､
お
豆
腐
を

食
べ
る
と
'
リ
ン
の
値
が
1
九
六
喝
な

ん
で
す
ね
｡
そ
こ
で
お
豆
腐
は
食
べ
な

い
で
'
納
豆
だ
け
に
し
て
お
-
と
一
六

〇
g
　
こ
の
位
で
朝
食
を
抑
え
て
い
L
J

だ
く
と
､
良
い
か
な
と
い
う
事
な
ん
で

す
｡
一
日
の
借
の
中
で
な
る
べ
-
だ
っ

L
J
ら
朝
食
で
-
ン
を
抑
え
て
い
き
た
い

で
す
ね
｡

だ
い
た
い
朝
食
の
-
ン
の
値
は
二
〇

●
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●

き

ま

せ

ん

と

,

へ

マ

-

が

下

が

っ

て

い

　

　

お

野

菜

軒

は

'

茄

で

て

'

繊

維

と

し

く

部

に

な

る

と

思

い

ま

す

ロ

　

　

　

　

で

と

っ

て

い

た

L

J

い

て

'

そ

れ

で

カ

ル

●

シ

ク

ム

が

あ

ん

ま

-

お

ち

な

-

っ

て

､

リ
ン
が
比
較
的
抜
け
る
枝
で
す
の
で
'

ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
で
も
知
日
の
小
で
す

か
ら
嘩
っ
と
思
い
ま
す
｡
そ
れ
を
ち
ょ
っ

と
申
し
上
げ
た
か
っ
L
J
ん
で
す
｡

低

-

ン

ミ

ル

ク

今
ま
で
の
は
御
飯
の
献
立
L
J
つ
た
ん

で
す
ね
｡
パ
ン
に
し
ま
す
と
ど
う
な
る

か
(
図
2
参
照
)
と
T
.
 
l
]
い
ま
す
と
､
判
と

カ
リ
ウ
ム
が
少
な
い
ん
で
す
｡
減
る
ん

で
す
ね
｡
こ
こ
で
は
減
塩
パ
ン
な
ん
で

す

け

れ

ど

も

､

オ

ー

プ

ン

オ

ム

レ

ッ

と

'

野
菜
サ
ラ
ダ
を
食
べ
る
と
､
パ
ン
で
す

か
ら
水
分
が
少
な
い
か
ら
'
何
か
飲
物

を
欽
ん
で
も
良
い
は
ず
で
す
ね
｡
こ
れ

は
森
永
で
開
発
し
L
J
ん
で
す
け
れ
ど
も
'

低
-
ン
ミ
ル
ク
で
す
｡
こ
れ
は
赤
ち
ゃ

ん
の
ミ
ル
ク
の
よ
う
な
味
が
し
ま
す
｡

も

と

も

と

低

-

ン

の

ミ

ル

ク

と

い

う

の

は
'
だ
い
ぶ
前
か
ら
あ
っ
た
ん
で
す
ね
｡

そ
う
い
う
病
態
の
赤
ち
ゃ
ん
の
L
J
め
に

あ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
'
そ
れ
を
多

少
'
カ
ル
シ
ウ
ム
を
加
え
L
J
り
し
ま
し

て
'
大
人
用
に
し
て
作
っ
た
も
の
な
ん

で

す

が

､

こ

れ

は

'

カ

ル

シ

ウ

ム

は

一

二
〇
喝
な
ん
で
す
が
､
問
題
が
-
ン
な

ん
ん
で
す
o
リ
ン
を
上
手
に
拭
い
L
J
の

で
一
六
喝
な
ん
で
す
｡
そ
れ
と
鉄
が
ち

ょ
っ
と
多
-
入
っ
て
い
た
り
し
ま
す
の

で
ね
､
紙
血
の
傾
向
が
多
少
は
防
t
す
る

か
な
と
い
う
や
で
す
｡

こ
れ
は
､
鉄
を
多
-
含
む
允
晶
で
す
｡

(
図
3
参
照
)
参
考
に
し
て
み
て
下
さ
い
｡

そ
れ
で
こ
っ
ち
は
､
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多

く
含
む
欠
品
と
い
う
の
を
あ
げ
で
み
よ

し
(
_
 
I
.
I

分
析
表
と
い
う
の
は
'
ち
ょ
っ
と
前

に
で
き
て
い
る
ん
で
す
ね
C
食
品
分
析

技
術
と
い
う
の
は
､
変
-
ま
す
｡
で
す

か
ら
､
い
ろ
ん
な
方
向
で
違
っ
て
き
て

い
ま
す
｡
特
に
麺
甑
に
間
送
が
あ
-
ま

す
｡
ラ
ー
メ
ン
の
分
析
表
で
見
ま
す
と

塩
分
が
○
∴
二
と
か
〇
二
l
と
か
な
っ

て
い
る
ん
で
す
が
'
こ
れ
は
菊
水
に
和

接
唱
話
し
て
｢
コ
シ
が
あ
る
ん
だ
け
れ

ど
ど
う
な
ん
で
す
か
､
食
べ
L
J
ら
お
い

し
い
ん
で
す
よ
ね
｣
と
1
.
m
い
ま
し
た
ら
､

一
〇
〇
9
あ
L
J
-
寒
干
し
は
〇
･
九
g
'

生
は
〇
･
八
g
の
塩
分
が
加
え
で
あ
り

ま
す
と
い
う
叫
で
L
L
J
｡
で
す
か
ら
分

分
析
表
も
そ
う
で
す
が
'
表
ホ
も
､
も

し
出
て
い
る
の
か
あ
れ
ば
､
御
乾
に
な
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レバー軌よIJンも高いので気を付けよしよう

る
と
い
う
事
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
｡

骨
租
軽
症
と
異
所
性
石
灰
化

-

ン

が

高

-

な

る

と

ど

う

な

る

か

と

い
う
弔
な
ん
で
す
け
れ
ど
ね
､
災
い
事

血
液
'
血
管
の
中
へ
体
の
中
で
リ
ン
が

試
い
と
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
､
結
い
ん

だ
け
れ
ど
別
に
透
析
で
と
っ
て
い
る
ん

i
i
J
か
ら
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
'
拓
く
な
っ

て

き

L

J

ら

と

っ

て

く

れ

る

し

､

と

い

う

人
も
い
る
ん
で
す
が
､
透
析
と
透
析
の

間
に
も
や
は
り
同
じ
様
に
体
の
中
で
血

液
が
ぐ
る
ぐ
る
動
い
て
い
る
わ
け
で
す
o

そ
う
す
る
と
で
す
ね
､
リ
ン
が
高
い
状

態
で
す
と
､
-
ン
と
カ
ル
シ
ウ
ム
と
い

ぅ
の
は
､
い
つ
も
二
疋
に
し
て
お
き
た

い
､
体
の
中
で
は
い
つ
も
平
衡
に
保
っ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が

あ

り

ま

す

ね

｡

そ

う

し

ま

す

と

､

リ

ン

が
砧
い
か
ら
､
カ
ル
シ
ウ
ム
と
つ
じ
っ

ま
を
合
わ
せ
る
L
J
め
に
ど
っ
か
か
ら
持
っ

て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
と
こ
か
ら

持
っ
て
-
る
か
と
い
う
と
'
骨
と
か
歯

か
ら
持
っ
て
-
る
わ
け
で
す
ね
o
　
そ
う

す
る
と
レ
ン
ー
ゲ
ン
を
写
す
と
骨
が
滞

-
な
っ
L
J
状
態
'
骨
租
彰
症
で
す
ね
o

そ
れ
か
ら
も
-
ひ
と
つ
問
題
に
な
っ
て

-
る
の
が
'
異
所
性
の
石
灰
化
で
す
o

血
管
壁
に
-
っ
つ
い
L
J
り
で
す
ね
､
カ

●

ル
シ
ウ
ム
沈
着
が
で
き
て
き
た
り
し
て
'

手
術
し
て
と
ら
れ
た
方
J
多
分
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
o

そ

し

て

､

l

旦

出

て

し

ま

っ

た

カ

ル

シ
ウ
ム
と
い
う
の
は
､
な
か
な
か
元
へ

戻
す
解
は
で
き
な
い
も
の
で
す
か
ら
'

咳
を
し
た
だ
け
で
'
竹
折
を
し
た
と
か

い
う
邪
に
な
る
と
思
い
ま
す
.

そ
れ
で
'
実
際
に
ど
ん
な
事
が
あ
っ

L
J
か
と
い
う
症
例
の
中
で
'
こ
れ
は
糖

尿
性
腎
症
の
息
者
さ
ん
だ
っ
た
ん
で
す

け

れ

ど

も

'

ど

う

し

て

も

､

へ

マ

-

上

げ
L
J
い
と
盲
う
ん
で
す
｡
そ
れ
で
プ
ロ

テ
ィ
ン
を
飲
ま
れ
L
J
ん
で
す
o
骨
で
駄

目
L
J
と
1
日
っ
L
J
の
に
'
飲
ん
だ
ん
で
す
｡

リ
ン
が
二
〇
い
-
つ
か
に
上
が
っ
た
ん

で

す

｡

そ

し

で

'

カ

ル

シ

ウ

ム

は

低

-

な
っ
た
ん
で
す
.
｢
と
に
か
く
止
め
な

か
っ
た
ら
､
大
変
な
軒
に
な
る
ん
で
す

よ
｣
と
説
得
し
ま
し
て
､
止
め
て
い
た
,

だ
い
L
J
ん
で
す
o
止
め
て
も
ら
っ
L
J
ら

-
ン
の
佃
が
1
七
と
か
に
下
が
っ
て
き

て
､
山
二
-
ら
い
ま
で
下
が
っ
L
J
ん
で

す
｡
や
れ
や
れ
と
‥
.
L
っ
て
い
ま
L
L
,
ら
'

今
性
は
'
カ
ル
シ
ウ
ム
が
低
-
な
っ
た

か
ら
'
カ
ル
シ
ウ
ム
を
ど
う
し
て
も
取



●

-ll-

る
と
い
う
ん
で
す
よ
｡
駄
目
L
J
つ
て
い

う
ん
で
す
け
れ
ど
結
局
本
人
の
t
,
j
志
で

す
か
ら
､
カ
ル
シ
ウ
ム
せ
ん
べ
い
を
允

べ
た
ん
で
す
o
　
カ
ル
シ
ウ
ム
が
､
1
日

に
1
0
0
咽
増
え
L
J
だ
け
な
ん
で
す
け

れ
ど
､
今
性
も
ま
た
-
ン
が
上
が
る
ん

で
す
ね
､
次
の
検
査
で
上
が
っ
た
の
で

止
め
て
い
L
J
た
い
て
'
そ
れ
で
と
に
か

く
リ
ン
を
さ
け
な
き
ゃ
し
ょ
う
が
な
い

と
い
う
ん
で
'
下
り
て
い
L
J
だ
い
L
J
ん

で
す
ね
o
　
そ
-
し
ま
L
L
J
ら
､
落
ち
q
:

き

ま

し

て

､

カ

ル

シ

ウ

ム

も

上

か

-

ま

し
て
'
ほ
っ
と
L
L
J
と
い
う
小
が
あ
り

乏
し
L
J
の
で
'
五
と
か
六
喝
/
朗
と
か

の
血
柄
-
ン
値
が
あ
る
時
に
カ
ル
シ
ウ

ム
を
強
化
す
る
と
い
う
の
は
お
先
を
付

け
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
｡
カ
ル
シ
ウ
ム
ク
ッ

キ
-
が
そ
こ
に
あ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
'

あ
れ
に
は
-
ン
も
入
っ
て
い
る
ん
で
す

ね
､
う
ち
の
患
者
さ
ん
で
も
そ
れ
が
出

L
J
頃
､
毎
日
允
べ
て
い
ら
し
で
'
カ
ル

シ
ウ
ム
じ
ゃ
な
く
で
-
ン
が
上
が
っ
L
J

と
い
う
中
が
あ
る
ん
で
す
｡
で
す
か
ら

リ
ン
が
低
い
時
に
あ
の
ク
ッ
キ
ー
を
食

べ
ら
れ
る
と
い
う
ふ
う
に
さ
れ
る
ほ
う

が
良
い
と
思
い
ま
す
C
　
カ
ル
シ
ウ
ム
L
'

け
を
強
化
し
L
J
と
い
う
欠
品
も
い
ろ
い

ろ
あ
っ
L
J
り
し
ま
す
の
で
'
そ
れ
も
-

●
ン
か
あ
る
か
な
い
か
と
い
-
の
を
確
か

め
て
､
仕
っ
て
い
た
L
J
り
れ
ば
､
軒
難

い
と
思
い
ま
す
｡

そ
れ
か
ら
そ
こ
に
､
基
準
食
品
構
成

衣
が
あ
-
ま
す
ね
｡
(
図
4
参
照
)
蛮
n

l
門
は
七
〇
g
な
ん
で
す
.
エ
ネ
ル
ギ
ー

は

二

'

1

0

0

K

カ

ロ

-

-

.

こ

れ

は

男
性
の
体
衣
六
〇
k
g
の
標
准
で
す
か
ら
'

体
虫
の
少
な
い
人
は
'
御
飯
を
ち
ょ
っ

と
少
な
-
す
る
と
か
､
お
砂
糖
を
少
な

く
す
る
と
か
で
す
ね
｡
そ
れ
か
ら
-
ン
､

が
高
い
な
'
心
配
だ
な
ぁ
と
思
わ
れ
た

ら
で
す
ね
､
お
肉
と
か
お
魚
と
か
を
ち

ょ
っ
と
づ
つ
少
な
-
し
て
下
さ
れ
は
良

い
と
思
い
ま
す
o
　
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ

は
'
牛
乳
を
低
-
ン
ミ
ル
ク
に
換
え
る

と
い
う
や
で
す
ね
｡
で
き
た
ら
低
-
ン

ミ
ル
ク
を
､
飲
ま
な
-
で
も
､
お
魚
の

す
り
身
と
か
'
ひ
き
肉
1
J
か
に
ま
ぜ
て

下
さ
る
と
'
お
魚
な
ん
か
生
臭
味
が
消

え
ま
し
て
'
結
構
良
い
味
に
な
り
よ
す

の
で
'
そ
う
い
う
ふ
-
に
し
て
使
っ
て

い
L
J
だ
け
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
o
飲

む
だ
け
だ
と
あ
き
ま
す
か
ら
'
い
ろ
ん

な
ふ
-
に
し
て
使
っ
て
み
て
下
さ
い
o

こ
れ
は
'
私
共
の
施
設
で
出
し
で
い

る
'
透
析
食
の
献
立
で
す
o
　
(
図
5
-

回
6
参
照
)

私
共
の
施
設
で
は
透
析
允
を
召
し
上



透析食基準食品構成表

軌L】賢70g ･23 3即;/_ (川t位3g)エネルギー2.IOOKカロリー允

栽1 售#"�衣3 �｣B�･#5 ���洋 奪考 熱ii- �iZ｢�水分 �6��P 抜�

5,7 ��紕�0.8 ��b��� ��

1027 田��40 鼎�2�216 �3��� 途�90〕 田���叫1 ��R�-��

食品群Y.I欠品例i円安説(g) �%�犬�.判読 俑8峇� 鵡Bﾆ�ﾂ�kczlt 霧6���g 蒙ﾂ�喝 仄��g 

衣1 衣2 衣3 衣4 衣5 炎6 倩xｴ��*(.����惓Z域��tﾈ乘�b�&fﾈ���?y�ﾒ�G8ｴ��米飯 小}1-粉 みかん 卵 さんま 田c�r�懆7��ｺﾓ��r��ﾃ��#S�r�揵m｣cr鉄�r��c(ｩCS�r����r�ﾖﾈ5"ゴr鉄�r���r�bs�7#��r���5Fﾃ��r�5.5 0.2 ���2�����0.5 0.6 0_2 �%���R�2�R�2�%������38 loo �#sb�977 37 38 コヽ 12 13 12 81 168 192 77 59 38 100 276 ���"���������������"�����������舒ﾉ?�蔗�429 1.4 39.8 43.8 45.8 95.6 46.2 37.4 52_3 49_4 86_8 ��2�2�2�����R����#"�#��2�c���#��

孔朝 砂糖有i 油断斬 調味1止分 从ﾙ?ｲ�b｢�oiZ右ｲ�1/ZP100cc 火ヒ110g 大ヒ330g 6g 劔劔塔ゅr��������100 0 ll 0 

101LI 鉄��37 鉄sr�138 �#sb�21∝) 澱縒�1017 鼎唐�838 

炎2と炎3で300gとする｡ (水分およびK珊瑚のため)

補Jiエネルギー100Kカロリーの軌'l照は｢l附:,_LJ.r勺｣とする｡

胡允: 7即.!･.I 600Kカロリー),T允: 8rPf:I:､ 750KカロlJ-　夕允一81糾'r_､ 750KカEZl)-とする｡

衣l - 6は†f院41'L)ft占.1.交換炎を佃Jfげろ城分｡

努々bth1'は.円訂允hF占成分炎(:よる｡

速析fE米兼｣研究会

す
ヨ
ッ
ト
ひ
と
旦

普
通
'
私
た
ち
は
'
毎
日
允
べ
て

い
る
允
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
お
よ
そ

半
分
-
ら
い
を
t
日
の
生
活
つ
ま
り

労
働
や
歩
行
な
ど
の
運
動
を
す
る
こ

と
に
費
や
し
ま
す
o

仕
事
も
し
な
い
で
'
椅
子
に
ゆ
っ

-
-
と
腰
を
か
け
'
背
も
L
J
れ
に
よ

り
か
か
っ
て
い
る
と
き
で
も
､
姿
勢

を
保
つ
た
め
に
'
筋
肉
を
緊
駁
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
の
で
'
身
体
を
横
L
J

え
で
い
る
基
礎
代
謝
よ
り
は
､
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
蹄
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
o

た
と
え
ば
､
日
常
生
活
の
洗
面
､

化
粧
､
史
衣
な
ど
身
の
回
り
の
作
業

は

毎

分

丁

四

～

一

･

七

カ

ロ

-

-

家
事
労
働
'
洗
濯
は
1
･
八
～
二
へ

炊

事

は

1

･

1

-

一

･

六

'

事

務

作

業
の
そ
ろ
ば
ん
は
一
二
ハ
'
立
位
ま

L
J
は
坐
位
で
の
談
話
は
1
･
六
～
1
･

七
と
な
る
わ
け
で
す
｡
軽
い
体
操
で

三
･
四
～
四
二
一
'
野
球
の
投
手
が

六
･
八
､
百
メ
1
-
ル
を
二
二
秒
-

ら
い
で
走
っ
L
J
と
き
が
二
一
〇
と
い

っ
L
)
と
こ
ろ
で
す
0

1
椴
に
1
日
の
消
粁
エ
ネ
ル
ギ
-

が
'
男
子
で
二
㌧
　
〇
〇
〇
カ
ロ
-
-

以
下
に
な
る
と
'
筋
力
や
呼
吸
循
環

機
能
が
'
徐
々
に
低
下
し
て
体
力
が

な
-
な
っ
て
き
ま
す
Q
知
日
軽
い
迷

動
を
心
掛
け
た
い
で
す
ね
D
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献 調��材料 �1人-■l'l 放GlJr �'g"��?��水分 � �4ｨ6ﾘ8ﾈ6ｨ92�4X8��リン �4ｨ8ｨ4X8��I註/J} 僣ﾄRﾒ�

放き �� �2(X) �#澱�l30.0 �5.2 剃��60 迭��� ��,ﾈ.淫ﾘ���

は′し 幡ﾃｨ�"��"�1 汎ﾆﾂ����"� ��7 ��ｲ貞｢�

2/0.1 �"� � �� ��0.1 

鶏もも肉 �20 鼎"�13,Jl �3.5 ���2g 偵�"� 

2 ��u). ���0..1 ��5 �"��� 

油糊 �10 班&唐�Ll. 亦�1.8 �3��23 澱� 

^9=: �5 �"�4 迭�0.1 �"�2 �#�� 

竹の子 �10 �"�9 �2�0.3 迭�6 ��r� 

I.ばう �5 白�3 湯�0.2 調�6 �32� 

ド ����8 湯�2 編��� �� 白�$ﾒ�

冊 ���Ll �� �� �� ��

柵 �2�6 ���� �� 

柄/iLll �1/3 ���� � �� �� 

｡123 ��ツ����"縒�･17 ��3��203 ���2��ｲ�

ロー-′レ ソテ- � �6() �#"苒�30 唐�88 �2�J18 ��#b� ��

アスパフ 勍lt) 唐�37 偵"�0.8 唐�18 涛b� 

0.4/少々 �� � �� ��0.ll() 

3/1 �"�"�2.1 �0.3 �� ��ｳ��().30 

エ1)-柄 傅ﾘ��� ���� �� ��

ilR �10 涛"� � �� �� 

100 �3#��70.1 �9.9 免ﾂ�Gr1 �#3"�07() 

あさつき �30 湯�27 ���0.7 偵�"�13 ���r� ��h,R�

S)さl) �20 �#2�ト 剃"�3.6 ��r�38 湯� 

帆 �(1 �"� 偵R� �� �� 

昧l軒 僮 免ﾂ� ��｢�0.Jl 偵��6 迭���0.5 

砂糖 �2 唐� � �� �� 

辛) �0,2 �� � �� �� 

60 鉄2�-18.5 �.1.7 田2�57 滅4��0.5 
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菜の3)え的 ���30 剃��27.8 �0 幡ﾂ�39 ����67 ��50g AJll ヤングコーン 劍*"�ワ 湯ﾄ｣�����3 偖ﾂ�3 湯� 

Jr-E) 劍*"�16 途����"�0 ��ｲ�卜 停v飛� 

Jl 冤l/朽1: 迭�#"�･l/2 剃偵b��綯�飛� �� ��r�().r10 

NJ搬 � ���ﾘ���9 ������ �� 

レモ � �,�/�,�*ﾒ�i郎[ミニ ������ �� ��
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人?IL 剪�ウ ��.5 ���啖ﾂ�･1 �#r� 
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周

稲井Jtらに1る肝書法分析*

●食軸*経を多く含む*晶

■li不満ftft物■tと水mftLt物■#　◆事は不.汚ftfl:物■&とベタ+ン

その他は不18性LtgIk*欠品成分研究会■

lt.I.1】の〔fl杓tJt･書けfT　コレステ(,-ル　析耶rn fr罷求より

が

っ

て

い

ら

っ

し

ゃ

る

時

に

'

ア

ル

ミ

ゲ
ル
を
飲
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
と

い
う
人
が
い
ま
す
の
で
'
そ
う
い
う
や

を
前
提
に
し
て
'
低
-
ン
允
に
し
て
い

ま
す
｡

高
脂
血
症
の
原
因

次
の
テ
ー
マ
は
､
謁
脂
血
症
で
す
が
､

高
脂
血
症
と
は
'
血
液
の
中
に
胎
が
た

ま
る
と
い
う
弔
で
す
ね
'
血
液
ぽ
っ
か

り
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
が
､
血
液
の
中
で

脂
肪
分
が
う
ろ
う
ろ
す
る
と
い
う
事
な

ん
で
す
｡
こ
れ
は
何
で
起
る
か
と
言
い

ま
す
と
'
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
過
剰
に
な
る

と
起
り
ま
す
o
そ
れ
は
'
脂
を
取
っ
た

か
ら
で
は
な
い
ん
で
す
ね
｡
甘
い
物
を

取
っ
て
も
'
穀
類
を
取
っ
て
も
余
分
に

取
る
と
こ
れ
が
高
脂
血
症
の
賦
国
に
な

り
ま
す
.
普
通
私
通
で
も
余
計
允
ベ
L
,

ら
､
高
脂
血
症
に
な
り
ま
す
｡
た
だ
し

腎
不
全
の
患
者
さ
ん
と
い
う
の
は
､
代

謝
が
あ
ま
-
良
く
な
い
と
い
う
の
が
ひ

と

つ

あ

っ

て

､

そ

れ

か

ら

も

う

ひ

と

つ

あ
る
の
は
'
慢
性
腎
不
全
で
す
と
'
筋

力
ロ
-
-
允
で
'
当
然
脂
肪
と
糖
質
が

多
か
っ
た
の
で
､
だ
い
L
J
い
そ
う
い
う

下
地
と
い
う
の
か
出
来
上
が
っ
て
い
る

と
い
う
事
で
す
o
　
そ
れ
に
も
う
ひ
と
つ

運
動
が
'
あ
ま
-
で
き
ま
せ
ん
ね
｡
そ

ぅ
い
う
事
で
'
･
:
試
聴
血
症
が
起
り
や
す

●

い
と
い
う
解
な
ん
で
す
o
　
こ
れ
が
尖
期

に
わ
L
J
つ
て
-
る
と
'
そ
-
い
う
事
が

見
え
て
き
た
と
い
-
解
で
す
｡

そ
れ
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
過
き
に

な

る

と

L

D

L

コ

レ

ス

テ

ロ

ー

ル

と

い

う
悪
い
方
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
あ
り

ま
す
o
そ
れ
が
デ
ー
タ
-
の
中
に
出
て

き
ま
す
0
歳
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
も
上
が

-
ま
す
｡
中
性
脂
肪
も
上
が
り
ま
す
o

そ
し
て
'
悪
い
事
に
は
H
D
L
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
っ
て
い
う
良
い
方
の
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
な
ん
で
す
が
'
こ
れ
は
低
-

な
り
ま
す
o
　
こ
れ
は
ど
-
し
て
も
運
動

を
し
な
い
も
の
で
す
か
ら
低
め
に
な
-

ま
す
ね
｡
カ
イ
ロ
ミ
ク
ロ
ン
が
上
が
り

ま
す
｡
そ
れ
で
ど
-
し
た
ら
良
い
か
と

言
い
ま
す
と
､
允
物
繊
維
を
取
-
ま
す

と
'
(
図
7
参
照
)
L
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
が
下
が
っ
て
'
中
性
脂
肪
も
下
が

り

ぎ

み

'

カ

イ

ミ

ク

ロ

ン

も

下

が

り

ロ

ぎ
み
な
ん
で
す
が
'
カ
-
ウ
ム
が
心
配

で
す
ね
｡
ア
ル
コ
ー
ル
の
取
り
過
ぎ
と

お
砂
糖
の
取
り
過
ぎ
も
中
性
牌
肪
が
上



●魚類のエイコサペンタエン酸･ドコサヘキエン酸含霊(9/食品1009中)　　P'8

ェイコサペンタエン酸

3　　　　　　2　　　　　1

*晶成分研究会lt品の*竹A稚･ ■書Y ･コレステロ~ル

ウ　ナ　ギ

マイワシ

サ　　ケ

サ　　バ

サ　ワ　ラ

サ　ン　マ

二.シ　ン

-　マ　チ

(茶粥)

ハ　　　モ

ブ　　リ

ドコサヘキサエン酸
1　　　　　2　　　　　　3

1.2 1_5 I.3 �"�2� 

0.9 

0.2 

1.6 

0.7 

2_6 

1.7 

虎肪酔含t兼より脂1-JB肪教として書出

●飽和脂肪酸･一価不飽和脂肪酸･多価不飽和脂肪哲含t(食品1009 )　　　Eq9

50　　　　　　　　　　　100

バター

牛　脂

豚　脂

鶏　脂

こ壬油

サフラワー油

大豆油

発根抽

ひまわり油

マーガリン
(満リノール醸　ソフト噸)

マーガリン
(一般ソフト7f.I)_)

牛　乳

鶏　卵

大豆(国産乾)

ア　ジ

マイワシ

サ　ケ

サ　バ

サワラ

サンマ

ニシン

-マチ
(兼　机)

匿≡国飽和脂肪酸　EZZZ]一価不飽和脂qJJ醸 [二二コ多価不飽和脂肪酸

*品或分研究食Jl*晶の*gb*NE. **す.コレステロール･ JW軒含J*よりJH-肪肋酸としてJl出

-15-



●甘味料

r#原商事　　-　　｣ [塩分】
7-ピー　　　　　　[池fH　還元左身柄水あめ

7-ど-　　　　　　[miLr,]還it.左芽粁水J)め

r 8本ヘルス71一戸こ~ ~~~~ =コ

ノンyユカー　　　　納付]還元左耳糖水あめ､ステビア細川的

/ンンユガー　　　　[粗相　還元左男細水3)め.ステヒア抽IH,物

濁元去月織水5)め､ iT.工作化礼柵

還元左身柄水あめ.ステビオサイド
●賢二二義L爪T!･

ハイソルビトー　　　lIfけ:(1ソルヒy h　大敗ダリテルIJナン､サyカリンナト.)ウ1.

函(堀内伊太車重套ロ
シュガーカノト　　　r祇作]還jt.左牙榊水3)れサノカ.)ンナトリウム

シュガーカyト粉末　｢粉末〕 '琶JL:左3;粁水S)め､サノカリンナトリウム､ L-グルタミ

ン酸ナトl)ウム､クエン酸ナトl)ウム

ンユガノト　　　　[相克] D-ソルヒノト､サyカl)ンナトリウム､ L-ダルクミン椴
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が
っ
て
く
る
と
い
う
瀬
で
す
.
i
,
.
i
,
し
､

ほ
ん
の
少
々
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
取
る
と

血
液
の
術
環
を
良
-
す
る
ん
で
し
ょ
う

ね
t
 
H
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
上
が

る
と
い
-
事
が
一
占
わ
れ
て
い
ま
す
o

油
脂
と
甘
味
料

こ
れ
は
､
ど
ん
な
も
の
を
食
べ
L
,
ら

良
い
の
か
と
い
-
辛
(
図
8
参
照
)
で
'

エ
イ
コ
サ
ペ
ン
タ
ン
酸
と
か
'
ド
コ
サ

ヘ
キ
サ
エ
ン
酸
と
か
を
含
ん
で
い
る
'

お
魚
を
食
べ
て
下
さ
い
｡
バ
タ
ー
は
止

め

ま

し

ょ

う

､

な

る

べ

-

マ

ー

ガ

リ

ン

と

か

､

サ

フ

ラ

ワ

ー

油

に

し

ま

し

ょ

う

と
い
う
や
な
ん
で
す
o
あ
と
'
発
根
油

で
す
ね
'
ひ
ま
わ
り
油
'
ゴ
マ
油
'
大

豆
油
と
か
ね
'
こ
れ
は
不
飽
和
脂
肪
酸

と
い
う
､
常
温
で
溶
け
る
脂
肪
で
'
そ

の
不
飽
和
脂
肪
酸
を
多
-
取
っ
て
'
飽

和
脂
肪
酸
こ
れ
を
少
な
く
し
ま
し
ょ
う
｡

(
図
9
参
照
)

ウ
ー
ロ
ン
茶
を
飲
ん
で
い
た
L
J
く
と

ク
ー
ロ
ン
茶
は
発
酵
茶
な
ん
で
す
ね
｡

紅
茶
と
ク
ー
ロ
ン
茶
は
発
酔
茶
で
'
お

前
…
茶
と
い
う
の
は
蒸
し
た
だ
け
で
す
ね
｡

そ
し
て
乾
し
L
J
も
の
で
す
ね
｡
コ
ー
ヒ
ー

な
ど
は
'
お
豆
で
す
ね
o
　
こ
の
ク
ー
ロ

ン
茶
は
発
酵
の
段
階
で
カ
テ
キ
ン
酸
と

い
う
の
が
山
で
-
る
ん
だ
そ
う
で
す
o

こ
れ
が
､
脂
肪
の
分
解
を
促
進
す
る
と

一
.
J
わ
れ
で
い
る
と
い
-
事
で
す
o

そ
れ
か
ら
で
す
ね
､
こ
れ
は
今
､
糖

尿
性
腎
症
の
方
が
増
え
て
き
L
J
の
と
'

甘
い
物
を
允
ベ
L
J
い
ん
L
i
J
け
れ
ど
中
性

脂
肪
が
絹
い
っ
て
言
わ
れ
た
方
は
こ
う

い
う
物
が
あ
-
ま
す
と
い
う
懲
(
図
1
0

参
照
)
な
の
で
'
マ
ー
ビ
ー
は
皆
さ
ん
ご

●

存
じ
だ
と
思
い
ま
す
.
こ
れ
は
水
飴
に

酸
を
加
え
L
J
ん
で
す
｡
酢
酸
処
理
を
し

て
作
っ
L
J
物
で
す
｡
そ
れ
か
ら
こ
の
ノ

ン
シ
ュ
ガ
ー
こ
れ
も
そ
う
な
ん
で
す
が
'

シ
ュ
ガ
ー
カ
ッ
-
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま

し

て

で

す

ね

'

こ

の

パ

ル

ス

ィ

1

-

､

味
の
素
で
出
し
で
と
っ
て
も
良
い
ん
で

す

け

れ

ど

､

L

フ

エ

ニ

ー

ル

ア

ラ

ニ

ン

と
い
う
の
が
入
っ
て
､
こ
れ
が
主
佼
科

な
ん
で
す
ね
o
　
こ
れ
は
､
フ
エ
ニ
ー
ル

ケ
ー
ン
朕
症
の
人
に
は
'
使
え
ま
せ
ん
o

鼓

近

､

s

K

ス

ィ

-

ト

と

い

う

の

が

日
で
い
る
ん
で
す
が
､
こ
れ
は
ス
テ
ヒ

ア
の
兼
か
ら
と
っ
て
､
割
と
乱
川
に
も
安

定
i
i
J
L
t
　
心
配
が
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
o
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食
事
の
取
り
方

け
さ
の
新
聞
を
見
た
ん
で
す
が
､
カ

ツ
オ
と
豚
肉
を
比
べ
で
っ
て
い
う
の
が

家
庭
欄
み
L
J
い
な
所
に
出
て
い
た
ん
で

す
｡
カ
ツ
オ
は
豚
肉
よ
-
頚
白
田
が
l

･
五
倍
､
イ
ノ
シ
ン
酸
が
多
い
で
す
o

旨
味
は
イ
ノ
シ
ン
酸
L
J
そ
う
で
す
0
-

ン
が
一
･
七
倍
､
カ
ル
シ
ウ
ム
が
二
倍

あ

る

ん

で

す

o

　

で

も

､

リ

ン

が

1

･

七

倍
こ
れ
は
普
通
の
ひ
と
の
場
合
は
良
い

ん

で

す

け

れ

ど

も

'

-

ン

が

ち

ょ

っ

と

け
り
血
で
す
が
'
カ
-
ウ
ム
が
1
･
六
倍

で
す
o
　
で
も
で
す
ね
'
そ
の
辺
の
近
海

の
お
魚
よ
り
は
安
全
じ
ゃ
な
い
か
な
っ

て
い
う
恥
で
､
で
き
L
J
ら
回
遊
魚
を
使

っ
て
い
L
J
だ
き
L
)
い
で
す
ね
｡

た
だ
'
1
般
的
に
は
､
肉
軌
の
方
か

カ
ル
シ
ウ
ム
は
少
な
い
の
で
す
が
､
-

ン
も
平
均
し
て
低
い
の
で
､
1
日
の
中

で
､
平
均
し
で
氏
へ
て
い
た
だ
き
L
J
い

も
の
で
す
{

そ
れ
で
'
も
う
ひ
と
つ
･
‥
川
脂
血
症
の

方
な
ん
で
す
け
れ
ど
'
黄
白
所
は
､
総

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
五
～
二
〇
%
で
そ
れ

か
ら
脂
肪
が
1
1
[
○
～
二
五
%
､
こ
れ
は

割
と
き
つ
い
で
す
よ
'
そ
れ
か
ら
糖
質

が
た
い
た
い
六
〇
%
-
ら
い
の
剖
合
で

允
べ
て
い
た
た
い
て
､
あ
と
､
欠
か
の

釈
-
方
が
問
題
な
ん
で
す
ね
｡
こ
れ
は

全
体
に
l
b
･
見
る
聯
な
ん
で
す
け
れ
ど
･
b
t

き
ち
ん
と
し
た
欠
か
を
三
允
に
分
け
で

取
っ
て
い
た
だ
い
て
'
普
適
に
允
小
を

取
っ
て
い
L
J
L
J
い
た
後
で
､
臼
い
物
を

取
っ
て
い
L
j
.
L
J
-
と
い
う
小
が
'
ボ
イ

ン
-
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
｡

そ
う
い
う
か
で
す
が
､
今
日
は
こ
の

く
ら
い
で
､
何
か
早
口
で
お
わ
か
-
に

な
ら
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
け
れ
と
､

ど
う
も
災
い
時
関
村
稚
う
ご
さ
い
ま
し

､
J
D



柄
院
.
:
･
.
患
者
会
紹
介
.
.
i

千
歳
腎
や
書
井
川
医
院
め
巷

こ
の
千
歳
腎
セ
ン
タ
ー
井
川
病
院
は
'

十
歳
で
は
唯
1
の
透
析
施
設
を
そ
な
え

た
病
院
と
し
て
､
1
九
八
六
年
十
月
に

開
院
し
ま
し
た
｡

場
所
も
3
6
号
線
よ
り
1
0
0
メ
ー
-

ル
位
人
っ
L
J
静
か
な
住
宅
街
に
位
置
し
～

十
九
床
有
る
透
析
室
は
患
者
の
事
を
考

え
て
1
階
に
設
置
さ
れ
'
快
適
な
透
析

の
た
め
に
暖
房
は
も
ち
ろ
ん
､
ク
ー
ラ

I
t
テ
レ
ビ
､
B
G
M
t
　
ス
ケ
ー
ル
ベ
ッ

ド
等
々
が
有
り
'
二
階
に
は
入
院
設
備

も
養
っ
て
い
ま
す
｡
井
川
欣
一
院
髭
を

中
心
に
伊
藤
看
護
士
を
初
め
総
勢
三
十

人
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
名
護
に
あ
L
J
つ

て
お
り
ま
す
｡
我
々
四
十
二
人
の
恩
者

の
中
に
は
十
年
以
上
に
渡
る
滋
期
透
析

患
者
も
元
気
に
仕
事
に
頑
破
っ
て
い
ま

す
｡

又
我
々
腎
友
会
も
少
し
つ
つ
会
月
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
が
､
全
月
の
入
会

に
む
け
て
頑
張
り
ま
す
｡

新
年
会
'
忘
年
会
､
花
見
'
サ
ク
ラ

ン
ボ
狩
り
等
々
､
患
者
同
志
の
交
流
は

も

ち

ろ

ん

､

ス

タ

ッ

フ

の

方

々

と

も

一

緒
に
協
力
し
て
も
ら
い
'
親
睦
を
囲
っ

て
お
り
ま
す
｡

又
今
で
は
故
人
に
な
ら
れ
た
､
中
村

さ
ん
､
試
山
さ
ん
､
佐
竹
さ
ん
を
初
め
､

今
で
も
元
気
に
透
析
さ
れ
て
い
る
多
く

の
患
者
さ
ん
方
の
努
力
の
お
か
け
で
､

千
歳
市
か
ら
は
'
市
内
在
住
の
患
者
1

人
一
人
に
通
院
費
の
補
助
も
受
け
て
お

り
ま
す
｡

最
後
に
毎
日
の
生
活
が
楽
し
-
､
先

生
･
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
と
共
に
歩
ん

で
行
け
れ
ば
'
こ
ん
な
に
賠
し
い
事
は

あ
り
ま
せ
ん
｡

｢
p
D
_
i
.
普
.
E
]
7
劃
.
]

つ
く
し
余

慶
岡
　
達
夫

苫
小
牧
の
　
″
つ
-
し
会
〟
　
は
他
の
ブ

ロ
ッ
ク
と
異
な
り
病
院
息
者
会
の
単
位

●

を
と
ら
ず
市
内
四
病
院
二
病
院
加
入

せ
ず
)
　
全
体
で
組
綴
さ
れ
リ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
'
行
事
も
全
体
の
幹
事
会
で
決

め
ら
れ
参
加
し
て
い
ま
す
o
勿
諒
患
者

数
の
多
い
柄
院
は
そ
れ
ぞ
れ
の
新
年
会

と
か
観
楓
会
､
1
泊
旅
行
な
ど
を
行
わ

れ
て
い
ま
す
｡

●

こ
の
様
に
柄
院
息
者
会
が
殆
ん
ど
な

い
状
態
で
来
た
の
は
'
初
期
市
立
病
院

の
み
が
透
析
を
行
っ
て
お
り
'
私
が
透

析
患
者
と
な
っ
た
1
九
七
三
年
九
月
に

は
四
名
の
恩
者
が
安
定
期
に
入
り
そ
れ

ぞ
れ
通
院
し
週
二
回
一
日
六
時
間
の
透

析
を
受
け
で
い
ま
し
た
o

私
は
十
1
月
に
退
院
し
ま
.
J
L
J
が
､

そ
の
頃
よ
り
新
し
い
患
者
さ
ん
が
増
え

て
来
て
'
安
定
し
て
元
矢
に
な
っ
た
患

者
さ
ん
が
新
し
-
施
設
を
つ
-
り
透
析

を
初
め
た
千
秋
医
院
に
転
院
し
て
行
き

ま
し
た
｡

両
病
院
の
患
者
さ
ん
は
お
互
良
-
知

り
合
っ
て
い
L
.
う
え
､
数
も
少
な
か
っ

た
　
(
十
四
名
)
　
の
で
一
緒
に
や
ろ
う
と

云

う

事

に

な

り

､

〝

つ

-

し

会

〟

　

と

し

て
活
動
し
､
現
在
は
四
病
院
約
百
豹
の

会
月
と
な
り
加
入
率
は
六
〇
%
を
超
え

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
'
初
期
の
様
な

1
0
0
%
と
云
う
串
に
は
な
か
な
か
な

り
ま
せ
ん
｡

ま
た
今
ま
で
に
浦
河
地
区
'
千
歳
地

区
の
人
々
も
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
時

が
あ
-
ま
し
た
が
そ
れ
そ
れ
人
数
が
増

え
て
独
立
し
て
い
き
ま
L
L
J
o

つ
-
し
会
の
活
動
は
患
者
相
互
の
親

睦
の
為
'
年
二
川
の
-
ク
-
エ
ー
シ
ョ

ン
'
新
年
会
を
漉
ね
た
総
会
'
他
迫
腎
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協
'
全
腎
協
の
連
動
に
協
力
す
る
だ
け

で
し
た
が
､
1
昨
年
よ
-
地
方
の
行
政

と
の
交
渉
な
ど
も
行
い
'
序
々
に
で
は

あ
り
ま
す
が
勃
発
を
あ
げ
て
い
ま
す
o

話
は
全
-
変
り
ま
す
が
〟
つ
-
し
会
″

は
全
腎
協
に
殺
初
に
加
入
L
L
J
ブ
ロ
ッ

ク
で
す
｡
経
線
は
､
私
が
退
院
し
通
院

が
始
ま
っ
L
J
頃
'
当
時
市
立
病
院
の
通

析
担
当
の
上
戸
先
生
(
現
光
星
泌
尿
器

科
医
院
院
束
)
坂
下
先
生
の
ど
ち
ら
か

ら
か
､
全
国
の
悠
者
組
織
が
あ
る
か
ら

コ
ン
ク
ク
ー
を
取
っ
て
み
ろ
と
云
わ
れ
､

瓶
詰
を
し
て
み
よ
し
L
J
が
連
絡
が
と
れ

ず
一
年
位
後
､
出
張
で
準
1
i
:
に
行
き
'

都
立
人
久
保
柄
院
で
透
析
を
受
け
L
J
時
'

隣
り
の
ベ
ッ
ド
に
い
L
J
方
に
全
町
協
の

住
所
'
屯
話
番
号
と
全
腎
協
の
何
号
か

を
戦
き
､
帰
苫
後
早
速
入
会
す
べ
-
逮

絡
し
ま
し
た
o
 
L
J
だ
全
町
協
の
方
は
1

県
1
観
蝕
と
の
叫
で
L
L
J
が
迫
腎
協
は

出
来
て
お
ら
ず
取
り
あ
え
ず
苫
小
牧
ブ

ロ
ッ
ク
だ
け
で
加
入
さ
せ
て
も
ら
い
よ

し
L
J
e
そ
の
折
会
則
な
ど
を
決
め
'
七

五
年
に
〝
つ
-
し
会
″
が
正
式
に
発
足

し
活
動
を
始
め
ま
し
た
o
そ
の
後
､
七

七
年
に
迫
腎
協
が
発
足
し
1
緒
に
活
動

を
進
め
て
来
ま
し
た
｡

会
の
運
常
は
初
期
l
l
'
三
人
の
活
動

i
,
け
で
近
年
若
い
人
連
の
参
加
を
待
て

●

連
動
が
発
展
す
る
株
に
な
っ
て
来
よ
し

L
J
O
ま
た
会
で
は
署
令
'
募
金
で
得
L
J

金
額
は
特
別
会
計
と
L
t
全
回
総
会
に

出
席
す
る
人
達
に
旅
祭
を
補
助
L
'
第

七
回
京
都
総
会
二
銘
'
第
十
回
筆
耕
総

会
に
三
名
､
第
十
l
二
回
仙
台
総
会
三
水
､

第
十
四
回
静
岡
総
会
三
水
　
(
他
に
日
野

参
加
一
名
)
第
十
七
回
新
潟
総
会
一
名
､

第
十
九
回
大
宮
総
会
一
名
に
対
し
は
ば

満
額
補
助
を
し
て
来
ま
L
L
J
｡
こ
れ
か

ら
以
降
も
続
け
て
行
こ
う
と
取
っ
て
い

ま
す
o

●

総
会
に
肘
席
L
L
'
人
は
や
は
-
会
活

動
に
も
協
力
し
て
-
れ
ま
す
し
理
脈
も

し
て
就
け
る
と
思
い
ま
す
｡

あ
と
は
私
や
に
な
り
ま
す
が
'
七
九

年
度
1
年
間
全
館
協
の
幹
や
と
し
'
幹

部
会
に
山
席
し
史
に
八
八
年
比
は
副
会

銘
と
し
､
八
九
年
性
は
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
代
表
と
し
て
､
全
腎
協
の
迦
営
委
爪

会
に
参
加
さ
せ
で
も
ら
い
色
々
勉
強
さ

せ
て
も
ら
う
チ
ャ
ン
ス
を
符
､
そ
れ
を

道
腎
協
､
つ
-
P
J
会
の
速
効
に
役
立
て

で
い
き
L
J
い
と
思
っ
て
お
-
ま
す
o

.
i
.
酪
プ
ロ
･
?
ヮ
.
J

第
三
国
親
睦
大
運
動
会
か
ら

去
る
六
月
十
八
日
'
市
内
北
区
幌
北

小
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
於
い
て
'
第
三
回

親
睦
大
逆
動
会
を
開
催
し
ま
し
た
o
前
々

日
か
ら
霧
雨
模
様
の
天
候
で
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
ま
L
L
J
が
'
幹
事
､
大
会
役
只

の
苦
労
が
報
わ
れ
無
事
終
え
る
率
が
出

来
ま
し
た
｡

第
一
回
か
ら
見
る
と
参
加
者
が
九
十

名
余
-
と
す
こ
し
寂
し
い
感
じ
が
し
ま

し
た
が
､
日
頃
'
運
動
す
る
解
の
少
な

い
私
通
で
も
無
理
す
る
邪
の
な
い
種
目

を
考
え
実
施
し
ま
L
L
J
.

空
模
様
を
に
ら
み
な
が
ら
午
前
中
に

は
'
玉
入
れ
'
パ
ン
喰
い
競
争
'
バ
･
L

ミ
ン
ト
ン
リ
レ
-
.
借
物
競
争
'
お
た

ま
り
リ
レ
ー
の
五
種
目
を
'
午
後
か
ら

は
綱
引
き
'
健
常
者
施
設
対
抗
-
レ
-

の
二
種
目
を
行
な
い
よ
し
L
J
｡
参
加
者

は
皆
､
元
気
い
っ
ぱ
い
そ
れ
ぞ
れ
の
種

目
に
参
加
し
､
沢
山
貿
品
を
も
ら
い
ニ

コ
こ
コ
顔
o
昼
休
み
に
は
持
ち
寄
っ
た

弁
当
を
ほ
お
ば
り
'
あ
ち
こ
ち
か
ら
楽

し
そ
う
な
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
来
ま
し

た
｡
最
後
の
種
目
'
施
設
対
抗
-
レ
-

で
は
'
4
施
設
と
チ
ョ
ッ
-
寂
し
か
っ



た
け
れ
ど
､
熱
戦
に
グ
ラ
ン
ド
中
歓
声

カ
ニ
だ
ま
し
ま
L
L
,
o

結
果
は
一
位
札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
､

二
位
石
川
医
院
､
三
位
三
樹
会
病
院
と

仁
愛
会
外
科
の
混
成
'
四
位
は
勤
医
協

丘
珠
病
院
で
し
た
｡

鈴
木
啓
三
大
会
.
i
K
の
閉
会
の
あ
い
さ

っ
の
あ
と
､
又
'
来
年
も
元
気
で
奉
加

出
来
る
部
を
汚
い
合
い
解
散
し
ま
し
た
｡

選
手
の
皆
さ
ん
､
花
の
応
接
用
'
大
会

投
出
の
骨
さ
ん
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た

｡

　

　

　

　

　

　

(

報

告

　

村

本

)

L
7
勝
D
 
-
0
ツ
i
'

｢
十
勝
腎
友
会
の
花
見
｣

十
勝
の
花
見
は
全
国
に
-
ら
べ
て
一

番
遅
い
花
見
で
ハ
丸
候
の
関
係
上
ゆ
っ
く

-
花
見
で
す
o

毎
年
五
月
桜
の
咲
-
頃
で
す
が
､
透

析
患
者
の
人
達
は
寒
さ
に
弱
い
L
,
め
'

六
月
に
入
っ
て
暖
い
日
を
選
び
花
が
な

-
で
も
食
べ
る
事
に
悪
ギ
が
あ
り
花
よ

り
だ
ん
こ
と
云
う
わ
け
で
あ
り
ま
す
o

場
所
は
水
先
園
温
泉
の
あ
る
風
呂
に

も
入
れ
る
所
を
迷
び
､
耐
が
降
っ
て
も

良
い
棟
に
室
内
で
も
川
来
る
良
い
と
こ

ろ
で
す
｡

允
智
は
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
'
お
に
ぎ
り
'

ジ
ュ
ー
ス
､
ス
イ
カ
'
お
菓
子
等
､
食

べ
る
や
に
､
不
足
は
な
い
様
に
と
会
を

す
す
め
ま
し
た
｡
乾
杯
は
'
す
ど
う
病

院
の
恩
者
代
表
会
長
畠
正
吉
さ
ん
､
あ

い
さ
つ
は
､
十
勝
腎
友
会
会
長
の
新
倉

会
長
と
続
き
'
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
な
べ
に

一
せ
い
に
火
が
入
り
肉
の
お
い
し
い
さ

に
食
欲
が
す
ぼ
ら
し
い
'
允
が
進
む
に

つ
れ
､
色
々
と
外
輪
院
の
人
達
と
の
話

合
が
始
ま
-
､
懇
親
会
交
流
と
云
う
事

で
'
に
ぎ
や
か
な
会
場
と
な
り
よ
し
L
J
O

家
族
の
人
達
又
は
病
院
の
如
長
さ
ん
､

名
護
婦
さ
ん
の
野
田
さ
ん
速
の
協
力
が

大
で
あ
り
､
安
心
し
て
一
日
を
楽
し
-

過
ご
す
紫
が
'
=
=
I
i
来
ま
L
L
J
｡
ゲ
ー
ム

の
時
は
始
終
'
義
盛
射
さ
ん
野
田
さ
ん

が
'
色
々
な
ゲ
ー
ム
を
持
っ
て
来
ら
れ

休
む
間
も
な
-
'
一
生
敗
命
私
達
の
L
,

め
に
や
っ
て
く
れ
よ
し
L
J
D
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
の
時
雄
の
良
い
人
悪
い
人
色
々
と
に

ぎ
や
か
に
さ
わ
き
'
当
る
､
た
び
に
､

大
は
-
手
'
蚊
品
も
良
く
大
き
い
の
か

ら
小
さ
い
の
で
大
は
し
ゃ
ぎ
'
時
間
の

逝
き
去
る
部
忘
れ
楽
し
い
1
日
で
あ
る

部
を
感
じ
よ
し
L
J
o
手
に
手
に
:
I
.
L
K
品
を

持
ち
併
ん
な
に
妖
品
の
当
る
瀬
に
よ
り

T
T
i
.
:
ん
で
柑
る
碑
に
'
役
目
一
同
よ
ろ
こ

ん
で
解
散
し
ま
L
L
J
o

頼
る
人
風
貝
に
入
る
人
と
楽
し
く
一

口
を
終
√
L
L
J
解
に
対
し
'
来
年
も
又

楽
し
-
出
来
る
や
を
願
い
1
つ
一
つ
の

行
事
を
完
了
し
て
い
き
L
J
い
で
す
.

(
報
告
　
佐
藤
)

r
.
 
g
Z
B
-
h
D
且

｢
晴
天
に
め
ぐ
ま
れ
た
花
見
会
｣

平
成
元
年
性
の
花
見
は
､
五
月
∴
十
一

丁
目
(
E
)
鵬
天
の
中
で
行
な
わ
れ
ま
　
2

L

L

J

O

 

l

C



網
走
天
都
山
で
行
な
い
十
二
銘
の
〓

席
で
天
候
に
も
糾
心
ま
れ
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
'

ホ
ッ
ケ
の
開
き
な
ど
を
焼
き
､
楽
し
い

一
日
で
し
た
o
　
こ
れ
か
ら
も
会
い
の
皆

様
に
色
々
な
行
紫
に
輔
榛
的
に
巷
加
し

て
い
L
J
だ
き
親
交
を
探
め
て
い
き
L
J
い

と
思
い
ま
す

(
尚
　
写
H
ハ
の
1
i
(
中
の
お
さ
け
の
女

性
は
西
燕
承
諾
如
さ
ん
で
す
｡
私
は
カ

メ
ラ
ン
で
L
L
J
-
)
　
(
報
i
小
目
　
泊
水
)

I
_
i
i
.
R
T
T
_
.
d
ツ
つ
.
i

｢
小
雨
の
中
の
満
腹
観
桜
会
｣

六
月
十
八
日
(
日
)
恒
例
に
な
っ
て
い

る
O
観
桜
会
が
様
似
町
の
ア
ポ
イ
山
家

自
然
公
周
に
て
行
わ
れ
ま
L
L
J
O
腎
友

会
や
菜
.
q
か
中
心
と
な
っ
て
催
さ
れ
'

会
爪
家
族
､
ド
ク
タ
-
.
ナ
ー
ス
の
皆

さ
ん
な
ど
総
勢
七
十
釘
の
容
加
で
'
に

き
や
か
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
｡

あ
い
に
く
'
朝
か
ら
小
雨
の
パ
ラ
つ

く
悪
天
候
で
し
た
が
'
そ
ん
な
､
お
天

火
も
何
の
そ
の
'
焼
イ
カ
､
焼
ツ
プ
'

豚
汁
､
焼
き
と
-
､
焼
き
ソ
バ
な
ど
の
､

ご
ち
そ
う
に
舌
鼓
を
う
ち
な
が
ら
'
楽

し
い
､
お
し
ゃ
べ
-
に
花
が
さ
い
で
い

ま
し
た
｡

日
頃
'
食
べ
物
や
､
の
み
物
に
制
限

の
あ
る
私
娃
で
す
か
'
こ
の
日
ば
か
り

は
､
大
い
に
の
ん
で
允
べ
大
満
足
で
し

た
｡

余
日
の
皆
さ
ん
'
ど
-
も
ご
-
ろ
う

さ
ん
で
L
L
J
O
　
　
　
　
(
報
i
l
H
　
柳
)

I
.
.
千
.
届
ワ
ロ
･
t
C
I
I
.

七
月
十
六
日
'
ス
タ
ッ
フ
と

患
者
さ
ん
合
同
で
サ
ク
ラ
ン
ボ

狩
り
に
行
っ
て
来
ま
し
た
｡

天
候
に
も
怨
ま
れ
絶
好
の
サ
ク
ラ
ン

ボ
狩
-
と
な
-
楽
し
い
口
を
過
せ
ま
L

LJ｡
総
勢
_
+
銘
で
パ
ス
山
由
を
代
切
り

●

壮
幣
町
､
興
m
米
桝
脚
へ
と
一
路
向
い

車
中
で
ち
ょ
っ
と
し
た
ゲ
ー
ム
な
と
を

盛
-
込
み
楽
し
い
バ
ス
の
旅
で
も
あ
り

生

し

ト

_

.

栄
樹
脚
に
茄
-
な
り
､
お
い
し
そ
う

な
木
々
を
進
ん
で
は
口
に
ほ
う
は
り
､

さ
っ
そ
く
サ
ク
ラ
ン
ボ
に
舌
づ
つ
み
を

打
っ
て
い
ま
L
L
J
｡

郎
著
に
つ
い
て
は
'
作
調
な
-
'
そ

の
R
の
カ
ロ
-
-
の
摂
取
を
考
え
て
食

べ
て
い
L
J
み
た
い
で
L
L
J
｡

そ
れ
で
,
J
以
外
と
允
べ
ら
れ
な
い
も

の
で
す
わ
ー

爺
は
､
シ
ン
ギ
ス
カ
ン
か
用
殺
さ
れ
て

い
ま
L
L
,
の
で
'
ハ
ウ
ス
の
中
で
骨
さ

ん
お
い
し
く
H
L
上
が
っ
て
い
た
よ
う

で
す
｡行

-
前
に
各
日
弁
当
な
り
'
お
に
き

り
持
参
の
上
と
い
う
こ
と
で
L
L
J
の
で
'

触
1
杯
食
べ
る
こ
と
は
S
欠
か
な
か
っ

i
,
よ
う
で
す
C
　
も
し
こ
れ
か
ら
行
か
れ

る
皆
さ
ん
に
ち
ょ
っ
と
し
た
ア
ド
バ
イ

ス
を
T
I
え
は
'
如
初
に
サ
ク
ラ
ン
ボ
を

氏
べ
す
ぎ
て
し
ま
う
と
'
2
1
L
の
二
は
ん

が

あ

ま

り

進

ま

な

-

な

っ

て

し

ま

う

と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
､
捕
食
の

後
に
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
を
楽
し
む
と
い

う
よ
う
に
L
L
J
方
が
良
い
か
と
倣
い
ま

す

o

　

　

　

　

　

　

(

維

i

;

=

椛

沢

)

お
も
し
ろ
雑
学

た
い
く
つ
し
の
ぎ
ク
イ
ズ
i
g
2

Q
　
世
非
で
初
め
て
作
ら
れ
た
i
E
卓

は
ど
れ
-
ら
い
の
大
き
さ
?

A
　
世
界
初
の
屯
串
は

薮
さ
が
二
十
五
キ
ロ
も
あ
る

過
大
モ
ノ
だ
っ
た

磁
卓
を
世
界
で
初
め
て
f
T
L
i
-
;

L
L
,
の
は
'
日
本
の
シ
ャ
ー
プ
屯

樺
で
､
昭
和
三
十
九
年
の
こ
と
で

す
｡
そ
の
銘
も
｢
シ
ャ
ー
プ
コ
ン

ペ

ッ

-

J

O

も

っ

と

も

､

卓

上

計

井
機
と
は
い
い
な
が
ら
'
タ
テ
凹

十
四
セ
ン
チ
'
ヨ
コ
_
+
二
セ
ン

チ
､
厚
さ
二
十
五
セ
ン
チ
も
あ
る

火
モ
ノ
で
L
L
J
｡

範
さ
の
ほ
う
も
二
十
五
キ
ロ
と
'

小
学
生
の
低
学
年
汲
み
o

お
ネ
ダ
ン
は
､
当
時
で
五
十
三

万
円
も
し
た
そ
う
で
す
｡
そ
れ
に

比
べ
る
と
'
現
在
の
カ
ー
ド
式
花

車
は
'
価
格
も
せ
い
ぜ
い
致
十
円
｡

そ
れ
で
い
て
性
能
も
､
大
モ
ノ
を

完
壁
に
し
の
い
で
い
ま
す
｡

ま
さ
に
関
唯
の
観
あ
り
'
で
す

ね
o
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血液型が不適合の人同士
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22

J
R
北
海
道
本
社
に

役
員
五
名
が
請
願
行
動

全
腎
協
か
ら
の
お
話
で
す
と
､
現
在

こ
の
認
可
は
運
輸
省
で
保
留
し
て
い
る

状
態
だ
と
い
う
事
で
す
｡
そ
こ
で
全
腎

協
で
は
､
全
国
の
都
迫
府
雛
で
1
斉
に

内
弥
陀
怒
者
の
割
引
早
期
実
施
に
向
け

て
'
ハ
ガ
キ
を
ー
I
i
す
行
動
に
･
出
る
潜
に

し
.
よ
し
L
J
.

l
R
の
割
引
問
題
が
､
新
聞
報
道
さ

れ
て
か
ら
1
向
に
認
可
が
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
の
で
'
早
期
実
現
に
向
け
て
､
六

月
二
十
九
日
1
R
北
海
迫
本
社
に
､
岩

崎
会
長
'
贋
開
･
鈴
木
副
会
尖
､
堀
井

解
務
局
銘
'
水
的
枠
中
の
五
和
で
神
木

官
業
企
:
師
副
課
滋
に
崩
願
行
劫
を
致
し

ま
し
た
o

｢
-
R
全
体
で
今
川
の
内
部
障
害
者

の
割
引
父
砲
で
'
九
億
円
の
負
担
に
な

る
｡
1
R
北
海
道
は
､
撃
甘
安
定
基
金

で
や
っ
と
黒
字
の
状
潜
で
あ
る
｡
し
か

し
､
内
部
障
害
者
の
割
引
は
'
実
施
す

る
決
･
:
延
を
し
た
の
で
､
l
R
束
日
本
を

窓
口
と
し
て
､
認
可
申
誠
中
で
あ
る
D
｣

と
い
う
凹
答
を
符
･
N
L
L
J
e

新
聞
の
切
り
抜
き
よ
り

朝
日
新
阿
平
成
元
年
7
月
=
日
号
よ
り
転
7
.
3
-

皇
a
I
0
_
〈
の
一
一

隻

鋲

､

邑

篭

J
‥
･
.
I
.
L
=
=
E
▼
p
:

り

■

.

.

r

L

'

∩

■

=

∴

=

L

L

■

F

t

､

笥

I

J

~

勺

魚

筆

H

O

窒

(
の
最
壊
し
､
電

し
て
い
V
.
拓
し
､
八
益
の
g
)

T
中
日
･
a
(
は
小
年
長
.
T
ハ

_;L.1･･J=･･.･･G.J_

A

h

･

す

托

愚

答

琶
レ
､
F
=
誓
亡
く
t
,

垂
t
J
t
化
九
八
日
た
し
た
.
J
L

L
J
_
A
.
I

k
L
.
丑
り
一
定
J
t
血
と
､

I
.
=
川
=
H
.
;
S
i
L
!
p
J
･
L
.
I
:
T
･
･
T
i
!
'
i
i

〃
毒
し
　
-
　
箪
1
～
-
q
奉
=
川
り
ハ

●

血
液
が
不
適
合
の
人
同
士
で
や
り
と

り
す
る
腎
(
じ
ん
)
臓
移
植
の
成
功
が
､

全
回
で
相
次
い
で
い
る
O
腎
臓
提
供
が

少
な
い
日
本
で
は
'
血
縁
者
か
ら
の
腎

臓
移
柄
が
大
半
L
J
が
､
血
液
型
が
合
わ

な
い
L
J
め
に
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
多
か
っ

L
J
｡
ま
L
J
t
日
本
移
棉
学
会
は
六
月
'

美
樹
な
ど
非
血
紬
の
間
柄
同
士
の
生
体

腎
移
植
を
原
則
と
し
て
認
め
る
方
針
を

打
ち
附
し
て
お
り
'
今
後
､
非
血
紬
間

移
植
の
｢
倫
理
｣
も
ま
す
ま
す
問
題
に

な
り
そ
う
だ
C

日
本
で
の
成
功
を
初
め
て
明
ら
か
に

し
た
の
は
､
今
年
‥
月
､
襲
以
女
子
医

科
大
学
の
人
目
和
夫
教
授
ら
の
グ
ル
ー

プ
で
､
B
判
の
け
親
の
腎
臓
を
､
0
刑

の
二
十
代
男
性
に
移
植
し
た
ケ
ー
ス
G

血
聴
型
が
o
刑
の
人
の
体
に
B
判
の

血
液
が
入
る
と
'
B
判
の
血
球
に
対
す

る
准
災
某
が
働
い
て
'
血
球
の
か
た
ま

-
が
で
き
､
肝
臓
の
糸
球
体
が
詰
ま
る

な
ど
の
不
適
合
反
応
が
起
こ
る
｡
そ
こ

で
､
受
け
手
の
血
液
を
手
術
前
に
体
外

に
術
還
さ
せ
､
B
判
の
血
球
に
対
す
る

凝
鉄
索
を
除
-
な
と
の
手
を
打
っ
て
不

適
介
を
払
い
L
J
｡

六
月
初
め
に
は
､
佐
節
E
J
f
⊥
り
議
院
好

生
餌
の
_
‥
ー
水
酌
瓜
･
外
科
供
尖
ら
の
ク

ル
ー
プ
か
'
や
は
-
B
雅
の
相
銀
の
=
;
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脱
を
'
0
雅
の
三
十
代
労
性
に
移
棉
L

L
J
｡
同
柄
院
で
は
､
受
け
手
の
作
の
血

液
の
液
体
成
分
を
､
B
判
の
人
の
液
体

成
分
に
伴
え
る
な
ど
し
て
か
ら
手
術
を

し
た
と
い
う
｡
ま
L
J
t
火
邦
大
抵
>
.
.
.
丁
部

の
比
布
川
桁
教
は
ク
ル
ー
プ
も
六
月
上

旬
､
B
判
の
け
親
か
ら
0
糊
の
二
十
代

舛
性
に
移
植
L
i
i
J
｡
T
内
祝
院
の
悠
名
は

媒
も
で
て
､
い
ず
れ
も
服
調
と
い
う
〇

一
力
､
火
阪
大
で
も
'
や
は
り
六
月

中
旬
に
B
判
か
ら
0
割
へ
の
移
植
を
試

み
た
が
'
こ
の
時
は
幣
脱
は
生
新
し
な

か
っ
L
J
.

し
か
し
､
関
係
者
に
よ
る
と
'
仙
人

で
の
こ
う
L
L
J
移
植
は
ほ
か
に
三
例
あ

る
と
い
う
0
　
1
九
八
四
年
こ
ろ
'
A
艶

の
親
か
ら
0
型
の
子
ど
も
へ
の
移
植
は

成
功
し
'
現
在
も
権
能
し
て
い
る
0
　
し

か
し
'
八
八
年
の
B
型
か
ら
0
型
へ
は

失
敗
｡
ま
た
､
六
五
年
こ
ろ
に
は
'
と

-
に
何
の
手
段
も
と
ら
ず
に
A
B
型
の

兄
弟
か
ら
B
判
に
移
植
L
t
　
別
の
病
気

で
亡
-
な
る
ま
で
一
年
九
カ
月
生
存
し

た

'

と

い

う

O

血
液
型
が
合
わ
な
い
腎
臓
移
植
は
､

ベ
ル
ギ
ー
の
G
･
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
教

授
グ
ル
ー
プ
が
確
立
L
L
J
も
の
で
､
英

米
な
ど
各
回
で
こ
れ
ま
で
百
例
近
-
行

わ
れ
て
い
る
D

●

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

●

｢
書
目
｢
日
日

～

仙
自
動
車
購
入
時
の
消
費
税
免
除
を
は
陪

W
　
方
卜
七
日
,
仝
富
は
入
費
に
｢
仰
T
=
K
に
掌
る
刑
鼓
の
免
税
捕
?
I
.
J

T

∵

･

‥

∵

∴

∵

､

.

T
t
T
 
t
‥
者
に
対
す
る
免
税
桔
即
も
磯
止
さ
れ
､
-
=
e
;
税
六
%
が
課
税
さ
れ
て
い
る
こ
と

蒜
折
=
㍑
…
鳩
車
購
入
時
の
t
Z
T
｡
空
守
る
消
護
の
託
長
め
た
陳

"
･
1
古
村
L
L
,
･
志
局
税
別
竺
梢
の
=
･
m
描
出
補
作
は
,
6
世
叩
1
;
出
恥
5
3
(
お
代
付

i
枠
拡
大
で
､
消
珊
税
の
れ
紳
増
分
を
十
分
に
解
-
H
で
き
る
.
仏
消
粥
税
仝
作
と
し
て
と

蒜

.

_

.

.

:

.

.

.

 

-

_

 

･

'

.

I

:

.

.

J

'

.

!
鬼
神
か
不
叶
欠
で
､
讃
的
に
厳
-
い
貨
が
多
い
′
遊
芸
管
な
い
で
･

｢
.
I
;
i
･
.
巨
;
蔓
.
目
星
葦
.
…
至
.

編
集
後
記

○
　
涼
し
い
季
節
に
な
-
､
汗
の
日
加
も

減
っ
て
き
ま
す
o
作
並
増
加
に
注
意

し
･
ま
し
ょ
-
フ
｡

鈴
木

○
　
今
年
の
夏
は
特
に
暑
い
日
が
続
き

ま
し
た
か
ら
､
冷
た
い
飲
物
ば
か
り

で
あ
な
L
J
の
田
は
疲
れ
て
ま
せ
ん
か
?

夏
パ
テ
が
H
l
る
の
も
涼
し
-
な
っ
て

か
ら
と
い
い
ま
す
｡
健
康
哲
理
に
注

悲
し
で
下
さ
い
o

村
本

○
　
允
欲
の
秋
で
す
｡
食
べ
過
ぎ
に
注

･
;
I
j
し
ま
し
ょ
う
｡

特
に
米
物
に
は
注
意
･
往
な
-

ち
な
み
に
小
生
い
-
ら
食
べ
で
も

九
-
ま
せ
ん
o
　
誰
か
さ
ん
う
ら
や
ま

し

い

で

し

ょ

う

｡

･
f
;

○
　
高
熱
と
下
椀
に
悩
ま
さ
れ
､
五
日

問
の
入
院
生
活
o

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
手
相
い
茄
柄
で

よ
う
や
-
全
快
｡

夏
か
ぜ
に
こ
注
怒
I

O

○
　
数
年
ぶ
-
の
老
い
夏
が
続
き
ま
L

L
J
O
汗
も
か
き
ま
し
た
｡
そ
の
分
飲

め
ま
L
L
J
｡
胡
-
で
も
作
を
効
か
し
､

職
を
浴
び
､
生
き
て
い
る
幸
せ
を
か

み
し
め
て
い
る
日
々
で
し
た
〉

お
お
い
に
外
に
出
て
'
体
力
を
つ

け
ま
し
ょ
う
〉

･:E･]*

会
い
数
は
二
十
余
名
と
増
え
で
い

る
が
､
血
石
数
も
増
え
続
け
､
通
析

医
療
約
も
痢
打
ち
の
状
態
｡
悠
名
を

こ
れ
以
上
増
や
さ
な
い
た
め
の
　
｢
千

仏
対
策
｣
　
が
地
力
行
政
と
佐
療
サ
イ

ド
で
早
{
心
に
作
っ
て
ほ
し
い
も
の
で

to
Z
;
バ
ン
ク
発
鎚
‥
〇
.
〇
〇
〇
人

余
と
い
う
け
れ
ど
､
怨
鎚
人
目
も
光

止
し
て
一
三
年
も
経
過
す
る
と
逝
去

し
て
い
る
方
も
多
い
よ
う
で
す
｡
原

本
訂
正
は
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ

う
か
o

第
1
二
回
総
会
'
栄
溢
士
さ
ん
の

講

演

会

｡

｢

カ

ロ

-

I

L

　

｢

-

ン

｣

｢
カ
ル
シ
ウ
ム
｣
　
の
=
卯
も
大
小
で

し
ょ
う
が
'
見
た
目
の
美
し
さ
の
料

理
も
忘
れ
な
い
で
は
し
い
も
の
で
す
｡

岩
崎
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四
十
八
年
季
二
日
警
琵
便
望
可
H
&
撃
〇
九
号
　
発
行
所
親
閲
絹
㈹
…
謂
醐
詣
叩
●
会
神
豊
郎

事
務
局
か
ら
お
願
い

次
号
よ
り
次
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま

す
の
で
皆
様
の
投
稿
を
井
災
い
L
J
L
ま

す
｡･

文
通
コ
ー
ナ
I

氏
新
'
性
別
'
年
齢
､
住
所
､
病
歴
'

職
業
､
趣
味
､
相
手
へ
の
希
望
な
ど
を

明
記
の
上
t
 
H
来
れ
ば
顔
写
粥
を
は
え

て
お
申
し
込
み
下
さ
い
｡

･
私
の
趣
味
コ
ー
ナ
ー

あ
な
L
J
の
趣
味
を
ご
紹
介
下
さ
い
｡

原
桁
用
歓
2
-
3
枚
程
･
i
:
H
に
ま
と
め
て
'

年
齢
'
透
析
歴
な
ど
を
明
.
.
･
J
n
の
上
t
 
H

来
れ
ば
顔
写
粥
ハ
を
涜
え
で
ど
し
ど
し
お

寄
せ
ト
さ
い
o

･
そ
の
他
に
も
〝
ど
う
じ
ん
〟
を
誠
ん

で
の
感
想
古
見
'
姿
繋
な
と
こ
ぎ
い
よ

し
L
J
ら
お
寄
せ
下
さ
い
｡
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